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久
し
振
で
歸
つ
て
見
る
と
、
嘗
て
は
『
眠
れ
る
都
會
』
な
ど
と
時
々
土
地
の

新
聞
に
罵
ら
れ
た
盛
岡
も
、
五
年
以
前
と
は
餘
程
そ
の
趣
き
を
變
へ
て
居
る
。

先
づ
驚
か
れ
た
の
は
、
昔
自
分
の
寄
寓
し
て
居
た
姉
の
家
の
、
今
裕
福
ら
し
い

魚
屋
の
店
と
變
つ
て
、
恰
度
自
分
の
机
の
置
い
た
邊
と
思
は
れ
る
と
こ
ろ
へ
、

吊
さ
れ
た
大
章
魚









の
足
の
、
極
め
て
ダ
ラ
シ
な
く
垂
れ
て
居
る
事
で
あ
る
。
昨

日
二
度
、
今
朝
一
度
、
都
合
三
度
此
家
の
前
を
通
つ
た
自
分
は
、
三
度
共
大
章

魚
の
首
縊
を
見
た
。
若
し
こ
れ
が
昔
で
あ
つ
た
な
ら
、
恁

う
何
日
も
賣
れ
な
い

で
居
る
と
、
屹
度
、
自
分
が
平
家
物
語
か
何
か
開
い
て
、
『
う
れ
し
や
水
鳴
る

は
瀧
の
水
日
は
照
る
と
も
絶
え
ず
、
…
…
フ
ム
面
白
い
な
。
』
な
ど
と
唸
つ
て

る
と
こ
ろ
へ
、
腐
れ
た
汁
が
ポ
タ
リ
〳
〵
と
、
襟
首
に
落
ち
よ
う
と
云
ふ
も
ん

だ
。
願
く
は
、
今
自
分
の
見
て
居
る
間



に
、
早
く
何
處
か
の
内
儀





さ
ん
が
來
て
、

全
體





で
は
餘
計
だ
ら
う
が
、
ア
ノ
一
番
長
い
足
一
本
だ
け
で
も
買
つ
て
行
つ
て

呉
れ
ゝ
ば
可



に
、
と
思
つ
た
。
此

家

の
隣
屋
敷
の
、
時
は
五
月
の
初
め
、
朝
な

〳
〵
學
堂
へ
通
ふ
自
分
に
、
目
も
覺
む
る
淺
緑
の
此

上

な
く
嬉
し
か
つ
た
枳
殼






垣


も
、
い
づ
れ
主
人





は
風
流
を
解

せ
ぬ
醜
男
か
、
さ
ら
ず
ば
道
行
く
人
に
見
せ

ら
れ
ぬ
何
等
か
の
祕
密
を
此
屋
敷
に
藏



し
て
置
く
底



の
男
で
あ
ら
う
、
今
は
見

上
げ
る
許
り
高
い
黒
塗
の
板
塀
に
な
つ
て
居
る
。
そ
れ
か
ら
少
許





行
く
と
、
大

澤
河
原
か
ら
稻
田
を
横
ぎ
つ
て
一
文
字
に
、
幅
廣
い
新
道
が
出
來
て
居
て
、
こ

れ
に
隣
り
合
つ
た
見
す
ぼ
ら
し
い
小
路





　
　
自
分
の
極
く
親
し
く
し
た
藻
外
と

い
う
友
の
下
宿
の
前
へ
出
る
道
は
、
今
廢
道
同
樣
の
運
命
に
な
つ
て
、
花
崗
石







の
截
石






や
材
木
が
處
狹
き
ま
で
積
ま
れ
て
、
そ
の
石
や
木
の
間
か
ら
、
尺
も
あ

る
雜
草
が
離



と
し
て
生
ひ
亂
れ
て
居
る
。
自
分
は
之
を
見
て
唯
無
性
に
心
悲






し
く
な
つ
た
。
暫
ら
く
其
材
木
の
端



に
腰
掛
け
て
、
昔
の
事
を
懷
う
て
見
よ
う

か
と
も
思
つ
た
が
、
イ
ヤ
待
て
恁



な
晝
日
中
に
、
宛
然






人
生
の
横
町
と
謂

つ
た

樣
な
此
處
を
彷
徨





い
て
何
か
明
處






で
考
へ
ら
れ
ぬ
事
を
考
へ
て
居
る
の
で
は
な

い
か
と
、
通
り
が
か
り
の
巡
査
に
怪
ま
れ
で
も
し
て
は
、
一
代
の
不
覺
と
思
ひ

返
へ
し
て
止

め
た
。
然
し
若
し
此
時
、
か
の
藻
外
と
二
人
で
あ
つ
た
な
ら
、
屹

度
外

見

を
憚





ら
ず
に
何
か
詩
的
な
立

※







を
始
め
た
に
違
ひ
な
い
。
兎
角
人
間

は
孤
獨
の
時
に
心
弱
い
も
の
で
あ
る
。
此
變
遷
は
、
自
分
に
は
毫
も
難
有






く
な

い
變
遷
で
あ
る
。
恁
な
變

樣







を
す
る
位
な
ら
、
寧
ろ
依
然





『
眠
れ
る
都
會
』

で
あ
つ
て
呉
れ
た
方
が
、
自
分
並
び
に
『
美
し
い
追
憶
の
都
』
の
た
め
に
祝
す

べ
き
で
あ
る
の
だ
。
以

前

平
屋
造








で
、
一
寸
見
に
は
妾
の
八
人
も
置
く
富
豪
の

御
本
宅
か
と
思
は
れ
た
縣
廳
は
、
東
京
の
某
省
に
似
せ
て
建
て
た
と
か
で
、
今

は
大
層
立
派
な
二
階
立
の
洋
館
に
な
つ
て
居
る
し
、
盛
岡
の
銀
座
通
と
誰
か
の

冷
評





し
た
肴
町
呉
服
町
に
は
、
一
度
神
田
の
小
川
町
で
見
た
事
の
あ
る
樣
な
本

屋
や
文
房
具
店
も
出
來
た
。
就
中
破
天
荒
な
變
化
と
云
ふ
べ
き
は
、
電
燈
會
社

の
建
つ
た
事
、
女
學
生
の
靴
を
穿
く
樣
に
な
つ
た
事
、
中
津
川
に
臨
ん
で
洋






食
店





の
出
來
た
事
、
荒
れ
果
て
た
不
來
方
城









が
、
幾
百
年
來
の
蔦

衣







を
脱

ぎ
捨
て
て
、
岩
手
公
園
と
ハ
イ
カ
ラ
化
し
た
事
で
あ
る
。
禿
頭
に
産
毛





が
生
え

た
樣
な
此
舊
城
の
變
方
な
ど
は
、
自
分
が
モ
少
し
文
學
的
な
男
で
あ
る
と
、

『
噫



、
汝
不
來
方
の
城
よ
※
　
汝
は
今
こ
れ
、
漸
く
に
覺
醒
し
來
れ
る
盛
岡
三

萬
の
市
民
を
下
※





し
つ
つ
、
…
…
文
明
の
儀
表





な
り
。
昨
の
汝
が
松
風
名
月
の

怨

長




な
へ
に
盡
き
ず
…
…
な
り
し
を
知
る
も
の
に
し
て
、
今
來
つ
て
此
盛
裝
せ

る
汝
に
對
す
る
あ
ら
ば
、
誰
か
ま
た
我
と
共
に
跪





づ
い
て
、
汝
を
讃
す
る
の
辭

な
き
に
苦
し
ま
ざ
る
も
の
あ
ら
む
。
疑
ひ
も
な
く
汝
は
こ
れ
文
明
の
仙
境
な
り
、

新
時
代
の
樂
園
な
り
。
…
…
然
れ
ど
も
思
へ
、
　
　
我
と
共
に
此
一
片
の
石
に

踞
し
て
深
く
〳
〵
思
へ
、
昨
日
杖
を
此
城
頭
に
曳
い
て
、
鐘
聲
を
截
せ
來
る
千

古
一
色
の
暮
風
に
立
ち
、
涙
を
萋
々






た
る
草
裡
に
落
し
た
り
し
者
、
よ
く
こ
の

今
日
あ
る
を
豫
知
せ
り
し
や
否
や
。
…
…
然
ら
ば
乃
ち
、
春
秋
い
く
度
か
去
來
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し
て
世
紀
ま
た
新
た
な
る
の
日
、
汝
が
再
び
昨
の
運
命
を
繰
返
し
て
蔦
蘿
雜
草









の
底
に
埋
も
る
る
な
き
を
誰
か
今
に
し
て
保
し
得
ん
や
。
…
…
噫
已
ん
ぬ
る
哉

。
』
な
ど
と
や
つ
て
の
け
る
種



に
な
る
の
だ
が
、
自
分
は
毛
頭
恁



な
感
じ
は
起

さ
な
ん
だ
。
何

故

と
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
漸
々






開
園
式
が
濟
ん
だ
許
り
の
、
文

明
的
な
、
整
然





と
し
た
、
別
に
俗
氣
の
な
い
、
そ
し
て
依
然





昔
と
同
じ
美
し
い

遠
景
を
備
へ
た
此
新
公
園
が
、
少
か
ら
ず
自
分
の
氣
に
入
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

可
愛
い
兒
供





の
生
れ
た
時
、
こ
の
兒
も
或
は
年
を
老

つ
て
か
ら
悲
慘





な
死
樣






を

し
な
い
と
も
限
ら
な
い
か
ら
、
い
つ
そ
今
斯
う
ス
ヤ
〳
〵
と
眠
つ
て
る
間



に
殺

し
た
方
が
可



か
も
知
れ
ぬ
、
な
ど
と
考
へ
る
の
は
、
實
に
天
下
無
類
の
不
所
存

と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
だ
か
ら
自
分
は
、
此
公
園
に
上



つ
た
時
、
不

圖

次
の
樣

な
考
を
起
し
た
。
こ
れ
は
、
人
の
前
で
、
殊
に
盛
岡
人
の
前
で
は
、
些



憚
つ
て

然
る
べ
き
筋
の
考
で
あ
る
の
だ
が
、
茲
は
何
も
本
氣
で
云
ふ
の
で
な
く
て
、
唯

序

に

白
状
す
る
の
だ
か
ら
、
別
段
差

閊







も
あ
る
ま
い
。
考
と
い
ふ
と
恁



だ
。

此
公
園
を
公
園
で
な
く
て
、
ツ
マ
リ
自
分
の
も
の
に
し
て
、
人
の
入



ら
れ
ぬ
樣

に
厚
い
枳
殼
垣








を
繞
ら
し
て
、
本
丸
の
跡
に
は
、
希
臘
か
何
處
か
の
昔
の
城
を

眞
似
た
大
理
石
の
家
を
建
て
て
、
そ
し
て
、
自
分
は
雪
よ
り
白
い
髮
を
ド
ッ
サ

リ
と
肩
に
垂
ら
し
て
、
露
西
亞
の
百
姓
の
樣
な
服
を
着
て
、
唯
一
人
其
家
に
住

む
。
終
日
讀
書
を
す
る
。
霽
れ
た
夜
に
は
大
砲
の
樣
な
望
遠
鏡
で
星
の
世
界
を

研
究
す
る
。
曇
天
か
或
は
雨
の
夜
に
は
、
空
中
飛
行
船
の
發
明
に
苦
心
す
る
。

空
腹
を
感
じ
た
時
は
、
電
話
で
川
岸
の
洋
食
店
か
ら
上
等
の
料
理
を
取
寄
せ
る
。

尤
も
此
給
仕
人
は
普

通

の
奴
で
は
面
白
く
な
い
。
顏
は
奈

何

で
も
構
は
ぬ
が
、

十
八
歳
で
姿
の
好
い
女
、
曙
色
か
淺
緑
の
簡
單
な
洋
服
を
着
て
、
面
紗






を
か
け

て
、
音
の
し
な
い
樣
に
綿
を
厚
く
入
れ
た
足
袋
を
穿
い
て
、
始
終
無
言
で
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
掃
除
す
る
の
は
面
倒
だ
か
ら
、
可
成






散
ら
か
さ
な
い
樣
に
氣
を

附
け
る
。
そ
し
て
、
一
年
に
一
度
、
昔
羅
馬
皇
帝
が
凱
旋
式
に
用
ゐ
た
輦





　
　

そ
れ
に
擬

ね
て
『
即
興
詩
人
』
の
ア
ヌ
ン
チ
ャ
タ
が
乘
𢌞
し
た
輦





、
に
擬

ね
た

輦
に
乘
つ
て
、
市
中
を
隈
な
く
𢌞
る
。
若
し
途
中
で
、
或
は
蹇




、

或
は
盲
人





、

或
は
癩
を
病
む
者
、
な
ど
に
逢
つ
た
ら
、
（
そ
の
前
に
能
く
催
眠
術
の
奧
義
を

究
め
て
置
い
て
、
）
其
奴
の
頭
に
手
が
觸
つ
た
丈
で
癒
し
て
や
る
。
…
…
考
へ

た
時
は
大
變
面
白
か
つ
た
が
、
恁



書
い
て
見
る
と
、
興
味
索
然
た
り
だ
。
饒






舌

は
品
格
を
傷





ふ
所
以
で
あ
る
。

　
立
花
浩
一
と
呼
ば
る
る
自
分
は
、
今
か
ら
二
十
幾
年
前
に
、
此
盛
岡
と
十
數

哩
を
隔
て
た
或
る
寒
村
に
生
れ
た
。
其
處
の
村
校
の
尋
常
科
を
最
優
等
で
卒
業

し
た
十
歳
の
春
、
感
心
に
も
唯
一
人
笈
を
こ
の
不
來
方









城
下
に
負
ひ
來
つ
て
、

爾
後
八
星
霜
と
い
ふ
も
の
、
夏
休
暇







毎
の
歸
省
を
除
い
て
は
、
全
く
此
土
地
で

育
つ
た
。
母
が
さ
る
歴





と
し
た
舊
藩
士
の
末
娘
で
あ
つ
た
の
で
、
隨
つ
て
此
舊

城
下
蒼
古
の
市



に
は
、
自
分
の
た
め
に
、
伯
父
な
る
人
、
伯
母
な
る
人
、
ま
た

從
兄
弟
な
る
人
達
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
そ
の
上
自
分
が
十
三
四
歳
の
時
に
は
、

今
は
亡
く
な
つ
た
上
の
姉
さ
へ
此
盛
岡
に
縁
付
い
た
の
で
あ
つ
た
。
自
分
は
此

等


縁
邊
の
も
の
を
代
る
／
″
＼
喰
ひ
𢌞
つ
て
、
そ
し
て
、
高
等
小
學
か
ら
中
學

と
、
漸
々






文
の
林
の
奧
へ
と
進
ん
だ
の
で
あ
つ
た
。
さ
れ
ば
、
自
分
の
今
猶
生



々


と
し
た
少
年
時
代
の
追
想
　
　
何
の
造
作
も
な
く
心
と
心
が
ピ
タ
リ
握
手
し

て
共
に
泣
い
た
り
笑
つ
た
り
喧
嘩
し
て
別
れ
た
り
し
た
澤
山
の
友
人
の
事
や
、

或
る
上
級
の
友
に
、
立
花
の
顏
は
何
處
か
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
肖
像
に
似
て
居
る
ネ
、

と
云
は
れ
て
か
ら
、
不
圖
軍
人
志
願
の
心
を
起
し
て
毎
日
體
操
を
一
番
眞
面
目

に
や
つ
た
時
代
の
事
や
、
ビ
ス
マ
ー
ク
の
傳
を
讀
ん
で
は
、
直



小
比
公







氣
取
の

態
度
を
取
つ
て
、
級
友
の
間
に
反
目
の
種
を
蒔
い
た
事
や
、
生
來
虚
弱
で
歴
史

が
好
き
で
、
作
文
が
得
意
で
あ
つ
た
處
か
ら
、
小
ギ
ポ
ン
を
以
て
自
任
し
て
、

他
日
是
非
印
度
衰
亡
史
を
著
は
し
、
そ
れ
を
印
度
語
に
譯
し
て
、
か
の
哀
れ
な

る
亡
國
の
民
に
愛
國
心
を
起
さ
し
め
、
獨
立
軍
を
擧
げ
さ
せ
る
、
イ
ヤ
其
前
に
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日
本
は
奈

何

か
し
て
シ
ャ
ム
を
手
に
入
れ
て
置
く
必
要
が
あ
る
。
…
…
其
時
は

自
分
は
バ
イ
ロ
ン
の
轍



を
踏
ん
で
、
筆
を
劍
に
代
へ
る
の
だ
、
な
ど
と
論
じ
た

事
や
、
そ
の
後
、
或
る
う
ら
若
き
美
し
い
人
の
、
潤



め
る
星
の
樣
な
双
眸






の
底

に
、
初
め
て
人
生
の
曙
の
光
が
動
い
て
居
る
と
氣
が
附
い
て
か
ら
、
遽
か
に
夜

も
晝
も
香



は
し
い
夢
を
見
る
人
と
な
つ
て
、
旦
暮






『
若
菜
集
』
や
『
暮
笛
集
』

を
懷
に
し
て
は
、
程
近
い
田
圃
の
中
に
あ
る
小
さ
い
寺
の
、
巨



き
い
栗
樹






の
下

の
墓
地
へ
行
つ
て
、
青
草
に
埋
れ
た
石
塔
に
腰
打
掛
け
て
一
人
泣
い
た
り
、
學

校
へ
行
つ
て
も
、
倫
理
の
講
堂
で
竊



と
『
亂
れ
髮
』
を
出
し
て
讀
ん
だ
り
し
た

時
代
の
事
や
、
　
　
す
べ
て
慕



か
し
い
過
去
の
追
想
の
多
く
は
、
皆
こ
の
中
津

河
畔
の
美
し
い
市



を
舞
臺
に
取
つ
て
居
る
。
盛
岡
は
實
に
自
分
の
第
二
の
故
郷

な
ん
だ
。
『
美
し
い
追
憶
の
都
』
な
ん
だ
。

　
十
八
歳
の
春
、
一
先
づ
こ
の
第
二
の
故
郷
を
退
い
て
、
第
一
の
故
郷
に
歸
つ

た
。
そ
し
て
十
幾
ヶ
月
の
間
閑
雲
野
鶴
を
友
と
し
て
暮
し
た
が
、
五
年
以
前
の

秋
、
思
立
つ
て
都
門
の
客
と
な
り
、
さ
る
高
名
な
歴
史
家
の
書
生
と
な
つ
た
。

翌
年
は
文
部
省
の
檢
定
試
驗
を
受
け
て
、
歴
史
科
中
等
教
員
の
免
状
を
貰
う
た
。

唯
茲
に
一
つ
殘
念
な
の
は
、
東
洋
の
ギ
ボ
ン
を
以
て
自
ら
任
じ
て
居
た
自
分
で

あ
る
の
に
、
試
驗
の
成
績
の
、
怪
し
い
哉
、
左
程
上
の
部
で
な
か
つ
た
事
で
あ

る
。
今
は
茨
城
縣
第
○
中
學
の
助
教
諭
、
兩
親
と
小
妹
と
を
ば
、
昨
年
の
暮
任

地
に
呼
び
寄
せ
て
、
餘
裕
も
な
い
代
り
、
別
に
窮
迫
も
せ
ぬ
家
庭
を
作
つ
た
。

　
今
年
の
夏
は
、
校
長
か
ら
常
陸
郷
土
史
の
材
料
蒐
集
を
囑
託
せ
ら
れ
て
、
一

箇
月
半
の
樂
し
い
休
暇
を
全
く
其
爲
め
に
送
つ
た
の
で
、
今
九
月
の
下
旬
、
特

別
を
以
て
三
週
間
の
賜
暇
を
許
さ
れ
、
展
墓
と
親
戚
の
𢌞
訪
と
、
外
に
北
上
河

畔
に
於
け
る
厨
川
柵
を
中
心
と
し
た
安
倍
氏
勃
興
の
史
料
に
つ
い
て
、
少
し
く

實
地
踏
査
を
要
す
る
事
が
あ
つ
て
、
五
年
振
に
此
盛
岡
に
は
歸
つ
て
來
た
の
で

あ
る
。
新
山
堂








と
呼
ば
る
る
稻
荷
神
社
の
直
背
後







の
、
母
と
は
二
歳





違
ひ
の
姉

な
る
伯
母
の
家
に
車
の
轅





を
下
さ
せ
て
、
出
迎
へ
た
五
年
前
に
比
し
て
別
に
老

の
見
え
ぬ
伯
母
に
、
『
マ
ア
、
浩
さ
ん
の
大
き
く
な
つ
た
事
！
』
と
云
は
れ
て
、

新
調
の
背
廣
姿
を
見
上
げ
見
下
し
さ
れ
た
の
は
、
實
に
一
昨
日









の
秋
風
す
ず
ろ

に
蒼
古
の
市
に
吹
き
渡
る
穩
や
か
な
黄
昏
時








で
あ
つ
た
。

　
遠
く
岩
手





、
姫
神






、
南

昌







、
早
池
峰









の
四
峰
を
繞



ら
し
て
、
近
く
は
、
月

に
名
の
あ
る
鑢

山







、
黄
牛






の
背
に
似
た
岩
山






、
杉
の
木
立
の
色
鮮
か
な
愛
宕





山


を
控
へ
、
河
鹿





鳴
く
な
る
中
津
川
の
淺
瀬
に
跨
り
、
水
音
緩



き
北
上
の
流
に

臨
み
、
貞
任






の
昔
忍
ば
る
る
夕
顏
瀬
橋
、
青
銅
の
擬
寶
珠







の
古
色
滴
る
許
り
な

る
上



中


の
二
橋
、
杉
土
堤









の
夕
暮
紅
の
如
き
明
治
橋
の
眺
め
も
よ
く
、
若
し
そ

れ
市
の
中
央
に
巍
然
と
し
て
立
つ
不
來
方
城









に
登
つ
て
瞰
下





せ
ば
、
高
き
低
き

茅
葺
柾
葺
の
屋
根
々
々
が
、
茂
れ
る
樹
々
の
葉
蔭
に
立
ち
並
ん
で
見
え
る
此
盛

岡
は
、
實
に
誰
が
見
て
も
美
し
い
日
本
の
都
會
の
一
つ
に
は
洩
れ
ぬ
。
誰
や
ら

が
初
め
て
此
市



に
遊
ん
で
、
『
杜
陵






は
東
北
の
京
都
な
り
。
』
と
云
つ
た
事
が

あ
る
さ
う
な
。
『
東
北
の
京
都
』
と
近
代
的
な
言
葉
で
云
へ
ば
あ
餘
り
感
心
し

な
い
が
、
自
分
は
『
み
ち
の
く
の
平
安
城
』
と
風
雅
な
呼
方
を
す
る
を
好
む
。

　
こ
の
美
し
い
盛
岡
の
、
最
も
自
分
の
氣
に
入
つ
て
見
え
る
時
は
、
一
日
の
中

で
は
夜
、
天
候
で
は
雨
、
四
季
の
中
で
は
秋
で
あ
る
。
こ
の
三
を
綜
合
す
る
と
、

雨﹅
の﹅
降﹅
る﹅
秋﹅
の﹅
夜﹅
が
一
番
好
い
事
に
な
る
が
、
然
し
そ
れ
で
は
完
全
に
過
ぎ
て
、

餘
り
淋
し
過
ぎ
る
。
一
體
自
分
は
歴
史
家
で
あ
る
か
ら
、
開
闢
以
來
此
世
界
に

現
れ
た
、
人
、
物
、
事
、
に
就
い
て
は
、
少
く
と
も
文
字
に
殘
さ
れ
て
居
る
限

り
は
大
方
知
つ
て
居
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
未
嘗
て
、
『
完
全
な
る
』
と
い
ふ

形
容
詞
を
眞
正
面
か
ら
冠
せ
る
こ
と
の
出
來
る
奴
に
は
、
一
人





も
、
一
個





も
、

一
度






も
、
出
會






し
た
事
が
な
い
。
隨
つ
て
自
分
は
、
『
完
全
』
と
い
ふ
事
に
は

極
め
て
同
情
が
薄
い
の
で
あ
る
。
完
全
で
な
く
て
も
構
は
ぬ
、
た
ゞ
拔
群
で
あ
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れ
ば
可
い
。
世
界
に
は
隨
處
に
『
不
完
全
』
が
轉
が
つ
て
居
る
。
其
故
に
『
希

望
』
と
い
ふ
も
の
が
絶
え
な
い
の
だ
。
此
『
希
望
』
こ
そ
世
界
の
生
命
で
あ
る
。

歴
史
の
生
命
で
あ
る
、
人
間
の
生
命
で
あ
る
。
或
る
學
者
は
『
歴
史
と
は
進
化

の
義
な
り
。
』
と
説
い
て
居
る
が
、
自
分
は
『
歴
史
と
は
希
望
の
義
な
り
。
』

と
生
徒
に
教
へ
て
置
い
た
。
世
界
の
歴
史
に
は
、
隨
分
違
つ
た
希
望
の
た
め
に

時
間
と
勞
力
と
を
盡
し
て
、
そ
し
て
『
進
化
』
と
正
反
對
な
る
或
る
結
果
を
來

し
た
例
が
少
く
な
い
。
此
『
間
違
つ
た
希
望
』
と
『
間
違
は
な
い
希
望
』
と
を

鑑
別
す
る
の
が
、
正
當
な
る
歴
史
の
意
義
で
は
あ
る
ま
い
か
と
自
分
は
思
ふ
。

自
分
一
個
の
私
見
で
は
、
六
千
載
の
世
界
史
の
中
、
ペ
リ
ク
リ
ー
ズ
時
代
の
雅



典


以
後
、
今
日
に
到
る
部
分
は
、
間
違
つ
た
希
望
に
依
る
進
化
、
換
言
す
れ
ば
、

墮
落
せ
る
希
望
に
依
る
墮
落
、
の
最
も
大
な
る
例
で
あ
る
。
斯
う
考
へ
る
と
、

誠
に
此
世
が
情





な
く
心
細
く
な
る
が
、
然
し
此

點

が
却
つ
て
面
白
い
、
頗
る
面

白
い
。
自
分
は
『
完
全
』
と
い
ふ
も
の
は
、
人
間
の
數
へ
得
る
年
限
内
は
決
し

て
此
世
界
に
來
ら
ぬ
も
の
と
假
定
し
て
居
る
。
（
何
故
な
れ
ば
、
自
分
は
『
完

全
に
な
る
』
と
は
、
水
が
氷
に
な
る
如
く
、
希
望
と
活
動
と
の
死
滅
す
る
事
で

あ
る
と
解
釋
し
て
居
る
か
ら
だ
。
）
だ
か
ら
、
我
等
の
過
去
は
僅
々
六
千
載
に

過
ぎ
ぬ
が
、
未
来
に
は
幾
百
千
億
萬
年
あ
る
か
知
れ
な
い
。
こ
の
無
限
の
歴
史

が
、
乃
ち
我
等
人
間
の
歴
史
で
あ
る
と
思
ふ
と
、
急
に
胸
が
豁



い
た
樣
な
感
じ

が
す
る
。
無
限
無
際
の
生
命
あ
る
『
人
間
』
に
、
三
千
年
位
の
墮
落
は
何
で
も

な
い
で
は
な
い
か
。

加

之









較



完
全
に
近
か
つ
た
雅
典






の
人
間
よ
り
、
遙

か
に
完
全
に
遠





か
つ
た
今
の
我
々
の
方
が
、
却
つ
て
〳
〵
大
な
る
希
望
を
持
ち

得
る
で
は
な
い
か
。
…
…
斯
く
、
眞
理
よ
り
も
眞
理
を
希
求
す
る
心
、
完
全
よ

り
も
完
全
に
對
す
る
希
望
を
尊
し
と
す
る
自
分
が
、
夜
の
盛
岡
の
靜
け
さ
淋
し

さ
は
愛
す
る
け
れ
ど
も
、
奈

何

し
て
此
三
が
一
緒
に
な
つ
て
三
足






揃
つ
た
完
全

な
鍋
、
重
く
て
黒
く
て
冷
た
く
て
堅
い
雨﹅
ふ﹅
る﹅
秋﹅
の﹅
夜﹅
と
い
ふ
大
き
い
鍋
を
頭

か
ら
被



る
辛
さ
切
な
さ
を
忍
ぶ
こ
と
が
出
來
よ
う
。
雨
の
夜
と
秋
と
の
盛
岡
が
、

何
故
殊
更
に
自
分
の
氣
に
入
る
か
は
、
自
分
の
知
つ
た
限
り
で
な
い
。
多
分
、

最
近
三
十
幾
年
間
の
此
市
の
運
命
が
、
乃
ち
雨
と
夜
と
秋
と
の
運
命
で
あ
つ
た

爲
め
で
が
な
あ
ら
う
。

　
昨
日
は
、
朝
ま
だ
き
か
ら
降
り
初
め
た
秋
雨
が
、
午
後
の
三
時
頃
ま
で
降
り

續
い
た
。
長
火
鉢
を
中
に
相
對
し
て
、
『
新
山
堂
の
伯
母
さ
ん
』
と
前
夜
の
續

き
の
長
物
語
　
　
雨
の
糸
の
如
く
は
て
し
な
い
物
語
を
し
た
。
自
分
の
父
や
母

や
光
ち
や
ん
（
妹
）
の
事
、
伯
母
さ
ん
の
四
人
の
娘
の
事
、
八
歳
で
死
ん
だ
源

坊
の
事
、
そ
れ
か
ら
自
分
の
少
年
時
代
の
事
、
と
、
こ
れ
ら
凡

百







の
話
題
を

緯


に
し
て
、
話

好







の
伯
母
さ
ん
は
自
身
四
十
九
年
間
の
一
切
の
記
憶
の
絲
を

經


に
入
れ
る
。
此
は
て
し
な
い
、
蕭



や
か
な
嬉
し
さ
の
籠
つ
た
追
憶
談
は
、
雨

の
盛
岡
の
蕭



や
か
な
空
氣
、
蕭
や
か
な
物
音
と
、
全
く
相
和
し
て
居
た
。
午

時

近
く
な
つ
て
、
隣
町
の
方
か
ら
『
豆
腐





ア
』
と
い
ふ
、
低
い
、
呑
氣
な
、
永
く

尾
を
引
張
る
呼
聲
が
聞
え
た
。
嗚
呼
此
『
豆
腐
ア
』
！
　
こ
れ
こ
そ
は
、
自
分

が
不
幸
に
も
全



五
年
の
間
忘
れ
切
つ
て
居
た
『
盛
岡
の
聲
』
で
は
な
い
か
。
此

低
い
、
呑
氣
な
、
尾
を
引
張
る
處
が
乃
ち
、
全
く
雨
の
盛
岡
式
で
あ
る
。
此
聲

が
蕭
や
か
な
雨
の
音
に
漂
う
て
、
何
十
度
か
自
分
の
耳
に
怪
し
く
ひ
び
い
た
後
、

漸
や
く
此
家
の
門
前
ま
で
來
た
。
そ
し
て
遠
く
で
聞
く
も
近
く
で
聞
く
も
同
じ

や
う
な
一
種
の
錆
聲






で
、
矢
張
低
く
呑
氣
に
『
豆
腐
ア
』
と
、
呟
や
く
如
く
叫

ん
で
過
ぎ
た
。
伯
母
さ
ん
は
敢
て
氣
が
附
か
な
か
つ
た
ら
し
い
。
軈
て
、
十
二

時
を
報
ず
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
工
場
の
汽
笛
が
、
シ
ッ
ポ
リ
濡
れ
た
樣
な
唸
り

を
あ
げ
る
。
と
、
此
市



に
天
主
教
を
少
し
許
り
響
か
せ
て
ゐ
る
四
家
町








の
教
會

の
鐘
が
ガ
ラ
ン
〳
〵
鳴
り
出
し
た
。
直
ぐ
に
其
の
音
を
打
消
す
他
の
響
が
傳
は

る
。
こ
れ
は
不
來
方









城
畔
の
鐘
樓
か
ら
、
幾
百
年
來
同
じ
鯨

音

を
陸
奧






の
天



に

響
か
せ
て
居
る
巨
鐘
の
聲
で
あ
る
。
そ
れ
が
精
確
に
十
二
の
數
を
撞
き
終
る
と
、
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今
ま
で
あ
る
か
な
き
か
に
聞
え
て
居
た
市
民
三
萬
の
活
動
の
響
が
、
礑



と
許
り

止
ん
だ
。
『
盛
岡
』
が
今
今

日

の
晝
飯
を
喰
ふ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
オ
ヤ
マ
ア
私
と
し
た
事
が
、
…
…
御
飯
の
仕
度
ま
で
忘
れ
て
了
つ
て
、
…
…
』

と
い
つ
て
、
伯
母
さ
ん
は
ア
タ
フ
タ
と
立
つ
た
。
そ
し
て
自
分
に
云
つ
た
、

『
浩
さ
ん
、
豆
腐
屋
が
來
な
か
つ
た
や
う
だ
つ
た
ね
。
』

　
此
伯
母
さ
ん
の
一
擧
一
動
が
悉
く
雨
の
盛
岡
に
調
和
し
て
居
る
。

　
朝
行
つ
た
時
に
は
未

だ
蓋
が
明
か
な
か
つ
た
の
で
食
後
改
め
て
程
近
い
錢
湯

へ
行
つ
た
。
大
き
い
蛇
目
傘
を
さ
し
て
、
高
い
足
駄
を
穿
い
て
、
街
へ
出
る
と
、

矢
張
自
分
と
同
じ
く
、
大
き
い
蛇
目
傘
、
高
い
足
駄
の
男
女
が
歩
い
て
居
る
。

皆
無
言
で
、
そ
し
て
泥

汁

を
撥

ね
上
げ
ぬ
樣
に
、
極
め
て
靜
々
と
、
一
足
毎
に

氣
を
配
つ
て
歩
い
て
居
る
の
だ
。
兩
側
の
屋
根
、
低
い
家
に
は
、
時
に
十
何
年

前
の
同
窓
で
あ
つ
た
男
の
見
え
る
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
大
抵
大
工
か
鍛
冶
屋
か

荒
物
屋
か
で
あ
る
。
又
、
小
娘
の
時
に
見
覺
え
て
置
い
た
女
の
、
今
は
髮
の
結

ひ
方
に
氣
を
つ
け
る
姉
さ
ん
に
な
つ
た
の
が
、
其
處
此
處
の
門
口
に
立
つ
て
、

呆
然






往
來
を
眺
め
て
居
る
事
も
あ
る
。
此
等
舊
知
の
人
は
、
決
し
て
先
方
か
ら

話
か
け
る
事
な
く
、
目
禮
さ
へ
爲

る
事
が
な
い
。
こ
れ
は
、
自
分
に
は
一
層
雨

の
盛
岡
の
趣
味
を
發
揮
し
て
居
る
如
く
感
ぜ
ら
れ
て
、
仲
々
奧
床
し
い
の
で
あ

る
。
總
じ
て
盛
岡
は
、
其
人
間
、
其
言
語
、
一
切
皆
克

く
雨
に
適
し
て
居
る
。

人
あ
り
、
來
つ
て
盛
岡
の
街
々
を
彷
徨





ふ
こ
と
半
日
な
ら
ば
、
必
ず
何

街

か
理

髮
床
の
前
に
、
銀
杏
髷







に
結
つ
た
丸
顏
の
十
七
八
が
立
つ
て
居
て
、
そ
し
て
、

中
な
る
剃
手





と
次
の
如
き
會
話
を
交



ふ
る
を
聞
く
で
あ
ら
う
。

　
女
『
ア
ノ
ナ
ハ
ー
ン
、
ア
エ
ヅ
ダ
ケ
ァ
ガ
ナ
ハ
ー
ン
、
昨
日





ス
ア
レ
ー
、
彼

ノ
人



ア
ナ
ー
ハ
ン
。
』

　
男
『
フ
ン
フ
ン
、
御
前





ハ
ン
モ
行



タ
ケ
ス
カ
。
フ
ン
、
眞

ニ
ソ
ダ
チ
ナ
ハ
ン
。

ア
レ
ガ
ラ
ナ
ハ
ン
、
家

サ
來
ル
ヅ
ギ
モ
面
白






ガ
タ
ン
チ
ェ
。
ホ
リ
ヤ
〳
〵
、
大



變


ダ
タ
ァ
ン
ス
テ
ァ
。
』

　
此
奇
怪
な
る
二
人
の
問
答
に
は
、
少
く
と
も
三
幕
物
に
書
き
下
す
に
足
る
演

劇
的
の
事
實
が
含
ま
れ
て
居
る
。
若
し
一
度
も
盛
岡
の
土
を
踏
ん
だ
こ
と
の
な

い
人
で
、
此
會
話
の
深
い
〳
〵
意
味
と
、
其
誠
に
優
美
な
調
子
と
を
聞
き
分
く

る
事
が
出
來
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く
其
人
は
、
大
小
説
家
若
く
は
大
探
偵
の
資
格

あ
る
人
、
然
ら
ず
ば
軒
の
雨
滴
の
極
め
て
蕭
や
か
な
、
懶
氣






な
、
氣
の
長
い
響

き
を
百
日
も
聞
き
慣
れ
た
人
で
あ
ら
う
。

　
澄
み
切
つ
た
鋼
鐵
色
の
天
蓋
を
被



い
で
、
寂
然
と
靜
ま
り
か
へ
つ
た
夜
の
盛

岡
の
街
を
、
唯
一
人
犬
の
如
く
彷
徨





く
樂
み
は
、
其
昔
、
自
分
の
夜
毎
に
繰
返

す
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
然
し
、
五
年
振
で
歸
つ
て
僅
か
二
夜
を
過
し
た
許
り
の

自
分
は
、
其
二
夜
を
遺
憾
乍
ら
屋
根
の
下
に
の
み
明
か
し
て
了
つ
た
の
で
あ
る
。

尤
も
今
は
電
燈
の
爲
め
に
、
昔
の
樂
み
の
半
分
は
屹
度





失

く
な
つ
た
で
あ
ら
う
。

自
分
は
茲
で
、
古
い
記
憶
を
呼
び
覺
し
て
、
夜
の
街
の
感
想
を
説
く
こ
と
を
、

極
め
て
愉
快
に
感
ず
る
の
で
あ
る
が
、
或
一
事
の
蟠




る

あ
り
て
、
今
往
時
を
切

實
に
忍
ぶ
こ
と
を
遮





つ
て
居
る
。
或
る
一
事
と
は
、
乃
ち
昔
自
分
が
夜
の
盛
岡

を
彷
徨





い
て
居
た
際
に
起
つ
た
大
奇
談
で
あ
る
。
　
　
或
夜
自
分
は
例
に
よ
つ

て
散
歩
に
出
懸
け
た
。
仁
王
小
路
か
ら
三
戸
町









、
三
戸
町
か
ら
赤
川






、
此
赤

川
か
ら
櫻
山
の
大
鳥
居
へ
一
文
字
に
、
畷





と
い
ふ
十
町
の
田
圃
路
が
あ
る
。
自

分
は
此
十
町
の
無
人
境
を
一
往
返
す
る
を
敢
て
勞
と
し
な
か
つ
た
。
の
み
な
ら

ず
、
一
寸
路
を
逸

れ
て
、
か
の
有
名
な
田
中
の
石
地
藏
の
背
を
星
明
り
に
撫
づ

る
を
さ
へ
、
決
し
て
躊
躇
せ
な
ん
だ
。
そ
し
て
、
平
生





の
癖
の
松
前
追
分
を
口

笛
で
や
り
乍
ら
、
ブ
ラ
リ
〳
〵
と
引
返
し
て
來
る
と
、
途
中
で
外
套
を
著
、
頭

巾
を
目
深
に
被
つ
た
一
人
の
男
に
逢
つ
た
。
然
し
別
段
氣
に
も
留
め
な
か
つ
た
。

そ
れ
か
ら
急
に
思
出
し
て
、
自
分
と
藻
外
と
三
人
鼎
足
的








關
係
の
あ
つ
た
花
郷

を
訪
ね
て
見
よ
う
と
、
少
し
く
足
を
早
め
た
。
四
家
町
は
寂
然






と
し
て
、
唯
一
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軒
理
髮
床
の
硝
子
戸
に
燈
光





が
射
し
、
中
か
ら
話
聲
が
洩
れ
た
の
で
、
此
處
も

人
間
の
世
界
だ
な
と
氣
の
付
く
程
で
あ
つ
た
。
間
も
な
く
花
屋
町
に
入
つ
た
。

斷
つ
て
置
く
、
此
町
の
隣
が
密
淫
賣
町











の
大
工
町
で
、
藝
者
町
な
る
本
町
通
も

程
近
い
。
花
郷
が
宿
は
一
寸
職
業
の
知
れ
難
い
家
で
あ
る
。
そ
れ
も
其
筈
、
主

人
は
或
る
田
舍
の
村
長
で
、
此
本
宅
に
は
留
守
居
の
祖
母
が
唯
一
人
、
相
應
に

暮
し
て
居
る
。
此
祖
母
な
る
人
の
弟
の
子
な
る
花
郷
は
、
此
家
の
二
階
に
本
城

を
構
へ
て
居
る
の
だ
。
二
階
を
見
上
げ
る
と
、
障
子
に
燈
火





が
射
し
て
居
る
。

ヒ﹅
ョ﹅
ウ﹅
と
口
笛
を
吹
く
と
、
矢
張
ヒ﹅
ョ﹅
ウ﹅
と
答
へ
た
。
今
度
は
ホ﹅
ー﹅
ホ﹅
ケ﹅
キ﹅
ョ﹅

と
や
る
、
（
こ
れ
は
自
分
の
名
の
暗
號
で
あ
つ
た
。
）
復
ヒ﹅
ョ﹅
ウ﹅
と
答
へ
た
。

こ
れ
だ
け
で
訪
問
の
禮
は
既
に
終
つ
た
か
ら
、
平
生





の
如
く
入
つ
て
行
か
う
と

思
つ
て
、
上

框








の
戸
に
手
を
か
け
よ
う
と
す
る
と
、
不
意
、
不
意
、
暗
中
に

鐵
の
如
き
手
あ
つ
て
自
分
の
手
首
を
シ
タ
タ
カ
握
つ
た
。
愕
然






し
乍
ら
星

明







で
透
し
て
見
た
が
、
外
套
を
著
て
頭
巾
を
目
深
に
被
つ
た
中
脊
の
男
、
ど
う
や

ら
先
刻





畷
で
逢
つ
た
奴
に
似
て
居
る
。

『
立
花
、
俺
に
見
附
つ
た
が
最
後
ぢ
や
ぞ
ッ
。
』

　
驚
い
た
、
眞
に
驚
い
た
。
こ
の
聲
は
我
が
中
學
の
體
操
教
師
、
須
山
と
い
ふ

豫
備
曹
長
で
、
校
外
監
督
を
兼
ね
た
校
中
第
一
の
意
地
惡
男
の
聲
で
あ
つ
た
。

『
先
刻
田
圃
で
吹
い
た
口
笛
は
、
あ
ら
何
ぢ
や
？
　
俗
歌
ぢ
や
ら
う
。
後
を
尾

け
て
來
て
見
る
と
、
矢
張
口
笛
で
密

淫

賣

と
合
圖
を
し
て
け
つ
か
る
。
…
…
』

　
自
分
は
手
を
握
ら
れ
た
儘
、
開
い
た
口
が
塞
が
ら
ぬ
。

『
此
間
職
員
會
議
で
、
貴
樣
が
毎
晩
一
人
で
外
出
す
る
が
、
行
先
が
ど
う
も
解

ら
ん
。
大
に
怪
し
い
ち
ふ
話
が
出
た
。
貴
樣
の
居
る
仁
王
小
路
が
俺
の
監
督
範

圍
ぢ
や
か
ら
、
俺
は
赤
髯
（
校
長
）
の
お
目
玉
を
喰
つ
た
の
ぢ
や
、
け
し
か
ら

ん
、
不
埓





ぢ
や
。
其
處
で
俺
は
三
晩
つ
づ
け
て
貴
樣
に
尾
行
し
た
。
一
昨
夜
は

呉
服
町
で
綺
麗
な
簪
を
買
つ
た
の
を
見
た
か
ら
、
何
氣
な
く
聞
い
て
見
る
と
、

妹
へ
遣
る
の
だ
と
嘘
吐
い
た
な
。
昨
晩





は
古
河
端
の
さ﹅
い﹅
か﹅
ち﹅
の
樹
の
下
で
見

は
ぐ
つ
た
。
今
夜
と
い
ふ
今
夜
こ
そ
現
場
を
見
屆
け
た
ぞ
。
案
の
諚
大
工
町
ぢ

や
つ
た
。
貴
樣
は
本
町
へ
行
く
位
の
金

錢

は
持
つ
ま
い
も
ん
ナ
。
…
…
ハ
ハ
ア
、

軍
隊
な
ら
營
倉
ぢ
や
。
』

　
自
分
の
困
憊
の
状
察
す
べ
し
で
あ
る
。
恰
も
此
時
、
洋
燈





片
手
に
花
郷
が
戸

を
明
け
た
。
彼
は
極
め
て
怪
訝
に
堪
へ
ぬ
と
い
つ
た
樣
な
顏
を
し
て
、
盛
岡
辯

で
、

『
何



し
あ
ん
し
た
？
』

と
自
分
に
問
う
た
。
自
分
は
急
に
元
氣
を
得
て
、
逐
一
事
情
を
話
し
、
更
に
須

山
に
向
い
て
、

『
先
生
、
此
町
は
大
工
町
で
は
ご
あ
せ
ん
、
花
屋
町
で
ご
あ
ん
す
。
小
林
君
も

淫

賣

婦

で
は
ご
あ
ん
せ
ん
ぜ
。
』
と
云
つ
た
。

　
須
山
は
答
へ
な
か
つ
た
が
、
花
郷
は
手
に
持
つ
洋
燈
を
危
氣






に
動
か
し
乍
ら
、

洒
脱
な
聲
を
あ
げ
て
叫
び
出
し
た
。

『
立
花
白
蘋
君
の
奇
談
々
々
！
』

『
立
花
、
貴
樣
餘
ッ
程
氣
を
附
け
ん
ぢ
や
　
　
不
可





ぞ
。
よ
く
覺
え
て
居
れ
ッ

。
』

と
怒
鳴
る
や
否
や
、
須
山
教
師
の
黒
い
姿
は
、
忽
ち
暗
中
に
沒
し
た
の
で
あ
つ

た　
自
分
は
既
に
、
五
年
振
で
此
市
に
來
て
目

前







觀
察
し
た
種
々
の
變
遷
と
、

そ
れ
を
見
た
自
分
の
感
想
と
を
叙
べ
、
又
此
市
と
自
分
と
の
關
係
か
ら
、
盛
岡

は
美
し
い
日
本
の
都
會
の
一
つ
で
あ
る
事
、
此
美
し
い
都
會
が
、
雨
と
夜
と
秋

と
の
場
合
に
最
も
自
分
の
氣
に
入
る
と
い
ふ
事
を
叙
べ
、
そ
し
て
、
雨
と
夜
と

の
盛
岡
の
趣
味
に
就
い
て
も
多
少
の
記
述
を
試
み
た
。
そ
こ
で
今
自
分
は
、
一
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年
中
最
も
樂
し
い
秋
の
盛
岡
　
　
大
穹

窿







が
無
邊
際
に
澄
み
切
つ
て
、
空
中

に
は
一
微
塵
の
影
も
な
く
、
田
舍
口
か
ら
入
つ
て
來
る
炭
賣
薪
賣
の
馬
の
、
冴

え
た
〳
〵
鈴
の
音
が
、
市
の
中
央






ま
で
明
瞭






響
く
程
透
徹
で
あ
る
こ
と
や
、
雨



滴


式
の
此

市

の
女
性
が
、
嚴
肅
な
、
赤
裸
々
な
、
明
皙
の
心
の
樣
な
秋
の
氣
に

打
た
れ
て
、
『
あ
あ
、
あ
あ
、
今
年
も
ハ
ア
秋
で
ご
あ
ん
す
な
つ
す
　
　
。
』

と
、
口
々
に
言
ふ
其
微
妙
な
心
理
の
は
た
ら
き
や
、
其
處
此
處
の
井
戸
端
に
起

る
趣
味
あ
る
會
話
や
、
乃
至
此
女
性
的
な
る
都
會
に
起
る
一
切
の
秋
の
表
現
、

　
　
に
就
い
て
出
來
う
る
限
り
精
細
な
記
述
を
な
す
べ
き
機
會
に
逢
着
し
た
。

　
が
、
自
分
は
、
其
秋
の
盛
岡
に
關
す
る
精
細
な
記
述
に
代
ふ
る
に
、
今
、
或

る
他
の
一
記
事
を
以
て
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
『
或
る
他
の
一
記
事
』
と

い
ふ
の
は
、
此
場
合
に
於
て
決
し
て
木
に
竹
を
つ
ぐ
底



の
突
飛
な
る
記
事
で
は

な
い
と
自
分
は
信
ず
る
。
否
、
或
は
、
此
の
記
事
を
撰
む
方
が
却
つ
て
一
層
秋

の
盛
岡
な
る
も
の
を
適
切
に
表
は
す
所
以
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
何
故
な

れ
ば
、
此
一
記
事
と
い
ふ
の
は
、
美
し
い
盛
岡
の
秋
三
ヶ
月
の
中
、
最
も
美
し

い
九
月
下
旬
の
一
日
、
乃
ち
今
日
ひ
と
日
の
中
に
起
つ
た
一
事
件
に
外
な
ら
ぬ

か
ら
で
あ
る
。

　
實
際
を
白
状
す
る
と
、
自
分
が
先
刻
晩
餐
を
濟
ま
し
て
か
ら
、
少
許





調
査
物







が
あ
る
か
ら
と
云
つ
て
話
好
の
伯
母
さ
ん
を
避
け
、
此
十
疊
の
奧
座
敷
に
立
籠

つ
て
、
餘
り
明



か
ら
ぬ
五
分
心
の
洋
燈





の
前
に
此
筆
を
取
上
げ
た
の
は
、
實
は
、

今
日
自
分
が
偶
然
路
上
で
出
會





し
た
一
事
件
　
　
自
分
と
何
等
の
關
係
も
な
い

に
不

拘







、
自
分
の
全
思
想
を
根
柢
か
ら
搖
崩






し
た
一
事
件
　
　
乃
ち
以
下
に

書
き
記
す
一
記
事
を
、
永
く
〳
〵
忘
れ
ざ
ら
む
た
め
で
あ
つ
た
の
だ
。
然
も
自

分
が
此
稀

有

な
る
出
來
事
に
對
す
る
極
度
の
熱
心
は
、
如
何
に
し
て
、
何
處
で
、

此
出
來
事
に
逢
つ
た
か
と
い
ふ
事
を
説
明
す
る
た
め
に
、
實
に
如
上
數
千
言
の

不

要

な
る
記
述
を
試
む
る
を
さ
へ
、
敢
て
勞
と
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
斷
つ
て
置
く
、
以
下
に
書
き
記
す
處
は
、
或
は
此
無
限
の
生
命
あ
る
世
界
に

於
て
、
殆
ん
ど
一
顧
の
値
だ
に
無
き
極
々
些
末
の
一
事
件
で
あ
る
の
か
も
知
れ

な
い
。
さ
れ
ば
若
し
此
一
文
を
讀
む
人
が
あ
つ
た
な
ら
、
そ
の
人
は
、
『
何
だ

立
花
、
君
は
這
※





事
を
眞
面
目
腐
つ
て
書
い
た
の
か
。
』
と
頭
か
ら
自
分
を
嘲



笑


ふ
か
も
知
れ
な
い
。
が
然
し
、
此
一
事
件
は
、
自
分
と
い
ふ
小
な
る
一
人
物

の
、
小
な
る
二
十
幾
年
の
生
涯
に
於
て
、
親
し
く
出
會





し
た
事
件
の
中
で
は
、

最
も
大
な
る
、
最
も
深
い
意
味
の
事
件
で
あ
る
と
信
ず
る
。
自
分
は
恁



信
じ
た

か
ら
こ
そ
、
此

市

の
名
物
の
長
澤
屋
の
豆
銀
糖
で
お
茶
を
飮
み
乍
ら
、
稚
な
い

時
か
ら
好
き
で
あ
つ
た
伯
母
さ
ん
と
昔

談








を
す
る
樂
み
を
さ
へ
擲
ち
去
つ
て
、

明


か
ら
ぬ
五
分
心
の
洋
燈





の
前
に
、
筆
の
澁
り
に
汗
ば
み
乍
ら
此
苦
業
を
續
け

る
の
だ
。

　
又
斷
つ
て
置
く
、
自
分
は
既
に
此
事
件
を
以
て
親





ら
出
會





し
た
事
件
中
の
最

大
事
件
と
信
じ
、
其
爲
に
二
十
幾
年
養
ひ
來
つ
た
全
思
想
を
根
柢
か
ら
搖
崩
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
今
新
ら
し
い
心
的
生
涯
の
原
頭
に
立
つ
た
。
　
　
然



だ
、
今

自
分
の
立
つ
て
居
る
處
は
、
慥
か
に
『
原
頭






』
で
あ
る
。
自
分
は
ま
だ
、
一
分

も
、
一
厘
も
、
此
大
問
題
の
解
決
に
歩
を
進
め
て
居
ら
ぬ
の
だ
。
或
は
今
夜
此

筆
を
擱
く
迄
に
は
、
何
等
か
解
決
の
端



を
發
見
す
る
に
到
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、

…
…
否
々






、
そ
れ
は
望
む
べ
か
ら
ざ
る
事
だ
。
此
新
た
に
掘
り
出
さ
れ
た
『
ロ

ー
ゼ
ッ
タ
石
』
の
、
表
に
刻
ま
れ
た
神
聖
文
字









は
、
如
何
に
ト
マ
ス
・
ヨ
ン
グ

で
も
シ
ャ
ム
ポ
リ
ヲ
ン
で
も
、
プ
シ
ウ
ス
で
も
、
と
て
も
十
年
二
十
年
に
讀
み

了
る
事
が
出
來
ぬ
樣
に
思
は
れ
る
。

　
自
分
が
今

朝

新
山
祠
畔
の
伯
母
の
家
を
出
た
の
は
、
大
方
八
時
半
頃
で
が
な

あ
つ
た
ら
う
。
昨
日
の
雨
の
名
殘
り
の
水

潦







が
路
の
處
々
に
行
く
人
の
姿
々

を
映
し
て
居
る
が
、
空
は
手
掌






程
の
雲
も
な
く
美
し
く
晴
れ
渡
つ
て
、
透
明
な

9



空
氣
を
岩
山
の
上
の
秋
陽





が
ホ
カ
〳
〵
と
温
め
て
居
た
。

　
加
賀
野
新
小
路
の
親
縁





の
家
で
は
、
市
役
所
の
衞
生
係
な
る
伯
父
が
出
勤
の

後
で
、
痩
せ
こ
け
た
伯
母
の
出
し
て
呉
れ
た
麥
煎
餅
は
、
昨
日
の
雨
の
香
を
留

め
た
の
で
あ
ら
う
、
少
な
か
ら
ず
濕
々






し
て
居
た
。
此
家
か
ら
程
近
い
住
吉
神

社
へ
行
つ
て
は
、
昔
を
語
る
事
多
き
大
公
孫
樹
の
、
ま
だ
一
片






も
落
葉
せ
ぬ
枝

々
を
、
幾
度
と
な
く
仰
ぎ
見
た
。
此
樹
の
下
か
ら
左
に
折
れ
る
と
凹
凸
の
劇
し

い
藪
路
、
そ
れ
を
東
に
一
軒
許
で
、
天
神
山
に
達
す
る
。
し
ん
〳
〵
と
生
ひ
茂

つ
た
杉
木
立
に
圍
ま
れ
て
、
苔
蒸





せ
る
石

甃







の
兩
側
秋
草
の
生
ひ
亂
れ
た
社

前
數
十
歩
の
庭
に
は
、
ホ
カ
〳
〵
と
心
地
よ
い
秋
の
日
影
が
落
ち
て
居
た
。
遠

く
で
鷄
の
聲
の
聞
え
た
許
り
、
神
寂
び
た
宮
居
は
寂
然






と
し
て
居
る
。
周
匝





に

ひ
ゞ
く
駒
下
駄
の
音
を
石

甃







に
刻
み
乍
ら
、
拜
殿
の
前
近
く
進
ん
で
、
自
分

は
圖
ら
ず
も
懷
か
し
い
舊
知
己
の
立
つ
て
居
る
の
に
氣
付
い
た
。
舊
知
己
と
は
、

社
前
に
相
對
し
て
ぬ
か
づ
い
て
居
る
一
双
の
石
の
狛




で

あ
る
。
詣
づ
る
人
又
人

の
手
で
撫
で
ら
れ
て
、
其
不
恰
好
な
頭
は
黒
く
膏

光







り
が
し
て
居
る
。
そ
し

て
、
其
又
顏
と
い
つ
た
ら
、
蓋
し
是
れ
天
下
の
珍
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
唯

極
め
て
無
造
作
に
凸
凹






を
造





へ
た
丈
け
で
醜
く
も
あ
り
、
馬
鹿
氣
て
も
居
る
が
、

克

く
見
る
と
實
に
親
し
む
べ
き
愛
嬌
の
あ
る
顏
だ
。
全
く
世
事
を
超
越
し
た
高

士
の
俤
、
イ
ヤ
、
そ
れ
よ
り
も
一
段





俗
に
離
れ
た
、
俺
は
生
れ
て
か
ら
未
だ
世

の
中
と
い
ふ
も
の
が
西
に
あ
る
か
東
に
あ
る
か
知
ら
な
い
の
だ
、
と
云
つ
た
樣

な
顏
だ
。
自
分
は
昔
、
よ
く
友
人
と
此
處
へ
遊
び
に
來
て
は
、
『
石
狛






よ
、
汝

も
亦
詩
を
解
す
る
奴
だ
。
』
と
か
、
『
石
狛






よ
、
汝
も
亦
吾
黨
の
士
だ
。
』
と

か
云
つ
て
、
幾
度
も
幾
度
も
杖
で
此
不
恰
好
な
頭
を
擲
つ
た
も
の
だ
。
然
し
今

日
は
、
幸
ひ
杖
を
携
へ
て
居
な
か
つ
た
の
で
、
丁
寧
に
手
で
撫
で
て
や
つ
た
。

目
を
轉
ず
る
と
、
杉
の
木
立
の
隙



か
ら
見
え
る
限
り
、
野
も
山
も
美
し
く
薄
紅

葉
し
て
居
る
。
宛
然






一
幅
の
風
景
畫
の
傑
作
だ
。
周
匝





に
は
心
地
よ
い
秋
草
の

香
が
流
れ
て
居
る
。
此
香
は
又
自
分
を
十
幾
年
の
昔
に
返
し
た
。
郷
校
か
ら
程

近
い
平
田
野









と
い
ふ
松
原
、
晴
れ
た
日
曜
の
茸
狩
に
、
こ
の
秋
草
の
香
と
初
茸

の
香
と
を
嗅
ぎ
分
け
つ
つ
、
い
と
け
な
き
自
分
は
、
其
處
の
松
蔭
、
此
處
の
松

蔭
と
探
し
歩
い
た
も
の
で
あ
つ
た
。
　
　

　
晝
餐






を
ば
御

子

田

の
お
苑



さ
ん
と
い
ふ
從
姉
（
新
山
堂
の
伯
母
さ
ん
の
二
番

目
娘
で
、
自
分
よ
り
三
歳
の
姉
で
あ
る
。
）
の
家
で
濟
ま
し
た
。
食
後
、
お
苑

さ
ん
は
、
去
年
生
れ
た
可
愛
い
赤
坊
の
小
さ
い
頭
を
撫
で
乍
ら
、
『
ひ
と
つ
お

世
話
い
た
し
ま
せ
う
か
、
浩





さ
ん
。
』
と
云
つ
た
。
『
何
を
で
す
か
。
』
『
ア

ラ
云
は
な
く
つ
て
も
解
つ
て
ま
す
よ
。
綺
麗
な
奧
樣
を
サ
。
』
と
樂
し
げ
に
笑

ふ
の
で
あ
つ
た
。

　
歸
路





に
は
、
馬
町
の
先
生
を
訪
ね
て
、
近
日
中
に
厨
川
柵










へ
一
緒
に
行
つ

て
貰
ふ
約
束
を
し
た
。
馬
町
の
先
生
と
い
へ
ば
、
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
。
此

地
方
で
一
番
有
名
な
學
者
で
、
俳
人
で
、
能
書
家
で
、
特
に
地
方
の
史
料
に
就

い
て
は
、
極
め
て
該
博
精
確
な
研
究
を
積
ん
で
居
る
、
自
分
の
舊
師
で
あ
る
。

　
幅
廣
き
美
し
い
内
丸






の
大

逵







、
師
範
學
校
側
の
巨
鐘
が
、
澄
み
切
つ
た
秋

の
大
空
の
、
無
邊
際
な
胸
か
ら
搾
り
出
す
樣
な
大
梵
音
を
あ
げ
て
午
後
の
三
時

を
報
じ
た
時
、
自
分
は
恰
度
其
鐘
樓
の
下
を
西
へ
歩
い
て
居
た
。
立
派
な
縣
廳
、

陰
氣
な
師
範
學
校
、
石
割
櫻
で
名
高
い
裁
判
所
の
前
を
過
ぎ
て
、
四
辻
へ
出
る
。

と
、
雪
白






の
衣
を
着
た
一
巨
人
が
、
地
の
底
か
ら
拔
け
出
た
樣
に
ヌ
ッ
と
立
つ

て
居
る
。
　
　

　
こ
れ
は
此
市






で
一
番
人
の
目
に
立
つ
雄
大
な
二
階
立
の
白
堊
館
、
我
が
懷
か

し
き
母
校
で
あ
る
。
盛
岡
中
學
校
で
あ
る
。
巨
人
？
　
然



だ
、
慥



か
に
巨
人
だ
。

啻
に
盛
岡
六
千
戸
の
建
築
中
の
巨
人
で
あ
る
許
り
で
な
く
、
ま
た
我
が
記
憶
の

世
界
に
あ
つ
て
、
總
て
の
意
味
に
於
て
巨
人
た
る
も
の
は
、
實
に
こ
の
堂
々
た

る
、
巍
然
た
る
、
秋
天
一
碧
の
下
に
兀



と
し
て
聳
え
立
つ
雪
白
の
大
校
舍
で
あ

10葬列



る
。
昔
、
自
分
は
此
の
巨
人
の
腹
中
に
あ
つ
て
、
或
時
は
小
ナ
ポ
レ
オ
ン
で
あ

つ
た
、
或
時
は
小
ビ
ス
マ
ー
ク
で
あ
つ
た
、
或
時
は
小
ギ
ボ
ン
で
あ
つ
た
、
或

時
は
小
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
で
あ
つ
た
、
又
或
時
は
、
小
ル
ー
ソ
ー
と
な
り
、
小
バ

イ
ロ
ン
と
な
り
、
學
校
時
代
の
シ
ル
レ
ル
と
な
つ
た
事
も
あ
る
。
嘗
て
十
三
歳

の
春
か
ら
十
八
歳
の
春
ま
で
全



五
年
間
の
自
分
の
生
命
と
い
ふ
も
の
は
、
實
に

此
巨
人
の
永
遠
な
る
一
小
部
分
で
あ
つ
た
の
だ
。
噫
、
然



だ
、
然
だ
つ
け
、
と

思
ふ
と
、
此
過
去
の
幻
の
如
き
巨
人
が
、
怎



や
ら
搖
ぎ
出
す
樣
に
見
え
た
。
が
、

矢
張
動
か
な
ん
だ
、
地
か
ら
生
え
拔
い
た
樣
に
微
塵
も
動
か
な
ん
だ
、
秋
天
一

碧
の
下
に
雪
白






の
衣
を
著
て
突
立
つ
た
ま
ま
。

　
印
度
衰
亡
史
は
云
は
ず
も
の
事
、
ま
だ
一
册
の
著
述
さ
へ
な
く
、
茨
城
縣
の

片
田
舍
で
月
給
四
十
圓
の
歴
史
科
中
等
教
員
た
る
不
甲
斐
な
き
ギ
ボ
ン
は
、
此

時
、
此
歴
史
的
一
大
巨
人
の
前
に
お
の
づ
か
ら
頭





の
低

る
る
を
覺
え
た
。

　
白
色
の
大
校
舍
の
正
面
に
は
、
矢
張
白
色
の
大
門
柱
が
、
嚴
め
し
く
並
び
立

つ
て
居
る
。
こ
の
門
柱
の
兩
の
袖
に
は
、
又
矢
張
白
色
の
、
幾
百
本
と
數
知
れ

ぬ
木
柵
の
頭





が
並
ん
で
居
る
。
白
！
　
白
！
　
白
！
　
此
白
は
乃
ち
、
此
白
い

門
に
入
り
つ
出
つ
す
る
幾
多
の
う
ら
若
き
學
園
の
逍
遙
者
の
、
世
の
塵
に
染
ま

ぬ
潔
白
な
心
の
色
で
が
な
あ
ら
う
。
柵
の
前
に
は
一
列
を
な
し
て
老
い
た
櫻
の

樹
が
立
つ
て
居
る
。
美
し
く
紅
葉
し
た
其
葉
は
、
今
傾
き
か
け
た
午
後
三
時
の

秋
の
日
に
照
さ
れ
て
、
い
と
物
靜
か
に
燃
え
て
見
え
る
。
五
片
六
片
、
箒
目
見

ゆ
る
根
方
の
土
に
散
つ
て
居
る
の
も
あ
る
。
柵
と
櫻
樹
の
間
に
は
一
條
の
淺
い

溝
が
あ
つ
て
、
掬



は
ば
凝
つ
て
掌
上






に
晶



と
も
な
る
べ
き
程
澄
み
に
澄
ん
だ
秋

の
水
が
、
白
い
柵
と
紅
い
櫻
の
葉
の
影
と
を
浮
べ
て
流
れ
て
居
る
。
柵
の
頭





の

尖
端
々
々











に
は
、
殆
ん
ど
一
本
毎
に
眞
赤
な
蜻
蛉





が
止
つ
て
居
る
。

　
自
分
は
、
え
も
云
は
れ
ぬ
懷
か
し
さ
と
尊
さ
に
胸
を
一
杯
に
し
乍
ら
此
の
白

門
に
向
つ
て
歩
を
進
め
た
。
溝
に
架



し
た
花
崗
岩







の
橋
の
上
に
、
髮
ふ
り
亂
し

て
垢
光
り
す
る
襤
褸
を
著
た
女
乞
食
が
、
二
歳
許
り
の
石
塊






の
樣
な
兒
に
乳
房

を
啣



ま
せ
て
坐
つ
て
居
た
。
其
周
匝





に
は
五
六
人
の
男
の
兒
が
立
つ
て
居
て
、

何
か
祕
々






と
囁
き
合
つ
て
居
る
。
白
玉
殿
前
、
此
一
點
の
醜
惡
！
　
此
醜
惡
を

も
、
然
し
、
自
分
は
敢
て
醜
惡
と
感
じ
な
か
つ
た
。
何
故
な
れ
ば
、
自
分
は
決

し
て
此
土
地
の
盛
岡
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
忘
れ
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
市

の
中
央
の
大

逵







で
、
然
も
白
晝
、
穢
な
い
〳
〵
女
乞
食
が
土
下
座
し
て
、
垢

だ
ら
け
の
胸
を
披



け
て
人
の
見
る
前
に
乳
房
を
投
げ
出
し
て
居
る
！
　
こ
の
光

景
は
、
大
都
乃
至
は
凡
て
の
他
の
大
都
會
に
決
し
て
無
い
事
、
否
、
有
る
べ
か

ら
ざ
る
事
で
あ
る
が
、
然
し
此
盛
岡
に
は
常
に
あ
る
事
、
否
、
之
あ
る
が
た
め

に
却
つ
て
盛
岡
の
盛
岡
た
る
所
以
を
發
揮
し
て
見
せ
る
必
要
な
條
件
で
あ
る
の

だ
。
さ
れ
ば
自
分
は
、
之
を
見
て
敢
て
醜
惡
を
感
ぜ
な
ん
だ
の
み
な
ら
ず
、
却

つ
て
或
る
一
種
の
興
味
を
覺
え
た
。
そ
し
て
靜
か
に
門
内
に
足
を
入
れ
た
。

　
校
内
の
案
内
は
能

く
知
つ
て
居
る
。
門
か
ら
直
ぐ
左
に
折
れ
た
、
ヅ
カ
〳
〵

と
小
使
室
の
入
口
に
進
ん
だ
。

『
鹿
川
先
生
は
、
モ
ウ
お
退

出

に
な
り
ま
し
た
か
？
』

　
鹿
川
先
生
と
い
ふ
は
、
抑
々
の
創
始





か
ら
此
學
校
と
運
命
を
偕



に
し
た
、
既

に
七
十
近
い
、
徳
望
縣
下
に
鳴
る
老
儒
者
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
今
迄
此
處
の
講

堂
に
出
入
し
た
幾
千
と
數
の
知
れ
ぬ
う
ら
若
い
求
學
者
の
心
よ
り
す
る
畏
敬
の

情
が
、
自
ら
此
老
先
生
の
一
身
に
聚





つ
て
、
其
痩
せ
て
千
年
の
鶴
の
如
き
老
躯

は
、
宛
然






こ
れ
生
き
た
教
員
の
儀
表
と
な
つ
て
居
る
。
自
白
す
る
と
自
分
の
如

き
も
昔
二
十
幾
人
の
教
師
に
教
を
享
け
た
る
に
不

拘







、
今
猶
し
み
／
″
＼
と

思
出
し
て
有
難
さ
に
涙
を
こ
ぼ
す
の
は
、
唯
此
鹿
川
先
生
一
人
で
あ
る
の
だ
。

今
日
の
訪
問
の
意
味
は
、
云
は
ず
と
解
つ
て
居
る
。

　
自
分
の
問
に
對
し
て
、
三
秒
か
五
秒
の
間
答
が
な
か
つ
た
が
、
霎
時






し
て
、

『
イ
ヤ
、
立
花
さ
ん
で
ア
ご
あ
せ
ん
か
？
　
こ
り
や
怎

う
も
お
久
振
で
ご
あ
ん

11



し
た
喃



。
』

と
、
聞
き
覺
え
の
あ
る
、
錆
び
た
〳
〵
聲
が
應
じ
た
。
あ
あ
然



だ
、
こ
の
聲
の

主
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
鹿
川
先
生
と
同
じ
く
、
此
校
創
立
以
來
既
に
三
十
年

近
く
勤
續
し
て
居
る
正
直
者
、
歩

振







の
可

笑

し
な
と
こ
ろ
か
ら
附
け
ら
れ
た

『
家
鴨





』
と
い
ふ
綽
名





を
も
矢
張
三
十
年
近
く
呼
ば
れ
て
居
る
阿
部
老
小
使
で

あ
る
。

『
今
日
は
ハ
ア
土
曜
日
で
ご
あ
ん
す
か
ら
、
先
生
は
皆





お
歸
り
に
な
り
あ
し
た

で
ア
。
』

　
土
曜
日
？
　
お
ゝ
然



で
あ
つ
た
。
學
校
教
員
は
誰
し
も
土
曜
日
の
來
る
を
指

折
り
數
へ
て
待
た
ぬ
も
の
が
な
い
。
自
分
も
其
教
員
の
一
人
で
あ
り
、
且
つ
又
、

こ
の
一
週
七
曜
の
制
は
、
黄
道
十
二
支
と
共
に
、
五
千
年
の
昔
、
偉
大
な
る
ア

ッ
ケ
デ
ヤ
人
の
創
め
た
も
の
で
、
其
後
希
臘
人
は
此
制
を
ア
レ
キ
サ
ン
デ
リ
ヤ

か
ら
輸
入
し
、
羅
馬
人
は
西
暦
紀
元
の
頃
に
八
日
一
週
の
舊
制
を
捨
て
て
此
制

を
採
用
し
、
ひ
い
て
は
今
日
の
世
界
に
到
つ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
ふ
事
を
さ

へ
、
克

く
研
究
し
て
居
る
癖
に
、
怎

う
し
て
今
日
は
土
曜
日
だ
と
い
ふ
事
を
忘

却
し
て
居
た
も
の
で
あ
ら
う
、
誠
に
頓
馬
な
話
で
あ
る
。
或
は
自
分
は
、
滯
留

三
日
に
し
て
早
く
既
に
盛
岡
人
の
呑
氣
な
氣
性
の
感
化
を
蒙
つ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。

　
此
小
使
室
の
土
間
に
、
煉
瓦
で
築
き
上
げ
た
大
き
な
竈





が
あ
つ
て
、
其
上
に

頗
る
大
き
な
湯
釜
が
、
昔
の
儘
に
湯
を
沸



ら
し
て
居
る
。
自
分
は
此
學
校
の
一

年
生
の
冬
、
百
二
十
人
の
級
友
に
唯
二
つ
あ
て
が
は
れ
た
煖
爐






に
は
、
力
の
弱

い
と
こ
ろ
か
ら
近
づ
く
事
も
出
來
な
い
で
、
よ
く
こ
の
竈





の
前
へ
來
て
晝
食
の

パ
ン
を
噛
つ
た
事
を
思
出
し
た
。
そ
し
て
、
此
處
を
立
去
つ
た
。

　
門
を
出
て
、
昔
十
分
休
毎
に
よ
く
藻
外
と
花
郷
と
三
人
で
樂
し
く
語
り
合
つ

た
事
の
あ
る
、
玄
關
の
上
の
大
露
臺









を
振
仰
い
だ
。
と
、
恰
度
此
時
、
女
乞

食
の
周
匝





に
立
つ
て
居
た
兒
供
の
一
人
が
、
頓
狂
な
聲
を
張
上
げ
て
叫
ん
だ
。

『
あ
れ
〳
〵
、
が﹅
ん﹅
こ﹅
ア
來
た
、
が﹅
ん﹅
こ﹅
ア
來
た
。
』
が﹅
ん﹅
こ﹅
と
は
盛
岡
地
方

で
『
葬
列
』
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
此
聲
の
如
何
に
高
か
つ
た
か
は
、
自
分
が
悠

々
た
る
追
憶
の
怡
樂






の
中
か
ら
、
俄
か
に
振
返
つ
て
、
其
兒
供
の
指
す
方
を
見

た
の
で
も
解
る
。
こ
れ
は
恰
度
、
門
口
へ
來
た
配
達
夫
に
、
『
△
△
さ
ん
、
電

報
で
す
。
』
と
穩
か
に
云
は
れ
る
よ
り
も
、
『
電
報
ツ
。
』
と
取
つ
て
投
げ
る

樣
な
け
た
た
ま
し
い
聲
で
叫
ば
れ
る
方
が
、
一
層
其
電
文
が
心
配
な
と
同
じ
事

で
、
自
分
は
實
際
、
甚
※





珍
し
い
葬
列
か
と
、
少
か
ら
ず
慌
て
た
の
で
あ
つ
た
。

　
此
頓
狂
な
る
警
告
は
、
嘘
で
は
な
か
つ
た
。
幅
廣
く
、
塵
も
留
め
ず
美
く
し

い
、
温
か
な
秋
の
日
に
照
さ
れ
た
大

逵







を
、
自
分
が
先
刻
來
た
と
反
對
な
方

角
か
ら
、
今
一
群
の
葬
列
が
徐
々
と
し
て
聲
な
く
練
つ
て
來
る
。
然
も
此
葬
列

は
實
に
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
つ
た
。
唯
珍
ら
し
い
許
り
で
は
な
い
、
珍
ら
し
い

程
見
す
ぼ
ら
し
い
も
の
で
あ
つ
た
。
先
頭
に
立
つ
た
の
は
、
處
々
裂
け
た
一
對

の
高
張
、
次
は
一
對
の
蓮
華
の
造

花







、
其
次
は
直
ぐ
棺
で
あ
る
。
此
棺
は
白

木
綿
で
包
ま
れ
た
上
を
、
無
造
作
に
荒
繩
で
縛
さ
れ
て
、
上
部
に
棒
を
通
し
て

二
人
の
男
が
擔
い
だ
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
後
に
は
一
群
の
送
葬
者
が
隨
つ
て
居

る
。
數
へ
て
見
る
と
、
一
群
の
數
は
、
驚
く
勿
れ
、
な
つ
た
六
人
で
あ
つ
た
。

驚
く
勿
れ
と
は
い
つ
た
も
の
の
、
自
分
は
此
時
少
な
か
ら
ず
驚
い
た
の
で
あ
る
。

更
に
又
驚
い
た
の
は
、
此
六
人
が
、
揃
ひ
も
揃
つ
て
何
れ
も
、
少
し
も
悲
し
氣

な
處
が
な
く
、
靜
肅
な
點
も
な
く
、
恰
も
此
見
す
ぼ
ら
し
い
葬
式
に
會
す
る
事

を
恥
づ
る
が
如
く
、
苦
い
顏
を
し
て
遽
々
然






と

歩
い
て
來
る
事
で
あ
る
。
自
分

は
、
宛
然






大
聖
人
の
心
の
如
く
透
徹
な
無
邊
際
の
碧
穹
窿









の
直
下
、
廣
く
靜

な
大

逵







を
、
こ
の
哀
れ
果

敢

な
き
葬
列
の
聲
無
く
練
り
來
る
を
見
て
、
或
る

名
状
し
難
き
衝
動
を
心
の
底
の
底
に
感
じ
た
。
そ
し
て
、
此
光
景
は
蓋
し
、
天

が
自
分
に
示
し
て
呉
れ
る
最
も
冷
酷
な
る
滑
稽
の
一
で
あ
ら
う
な
ど
と
考
へ
た
。
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と
又
、
そ
れ
も
一
瞬
、
こ
れ
も
一
瞬
、
自
分
は
、
『
こ
れ
は
囚
人
の
葬
列
だ
。
』

と
感
じ
た
。

　
理
由





な
く
し
て
囚
人
の
葬
式
だ
ナ
と
、
不
吉
極
ま
る
觀
察
を
下
す
な
ど
は
、

此
際
隨
分
突
飛
な
話
で
あ
る
。
が
、
自
分
に
は
其
理
由





が
あ
る
。
　
　
た
し
か

十
一
歳
の
時
で
あ
つ
た
。
早
く
妻
子
に
死
別
れ
て
獨
身





生
活





を
し
て
居
た
自
分

の
伯
父
の
一
人
が
、
窮
迫
の
餘
り
人
と
共
に
何
か
法
網
に
觸
る
る
事
を
仕
出
來

し
た
と
か
で
、
狐
森
一
番
戸












に
轉
宅
し
た
。
（
註
、
狐
森
一
番
戸
は
乃
ち
盛
岡

監
獄
署
な
り
。
）
此
時
年
齡
が
既
に
六
十
餘
の
老
體
で
あ
つ
た
の
で
、
半
年
許

り
經

つ
て
遂
々
獄
裡
で
病
死
し
た
。
此
『
悲
慘
』
の
結
晶
し
た
遺
骸
を
引
取
つ

た
の
は
、
今
加
賀
野
新
小
路
に
居
る
伯
父
で
あ
る
。
葬
式
の
日
、
矢
張
今
日
の

そ
れ
と
同
じ
く
唯
六
人
で
あ
つ
た
會
葬
者
の
、
三
人
は
乃
ち
新
山
堂
の
伯
母
さ

ん
と
お
苑
さ
ん
と
自
分
と
で
あ
つ
た
。
自
分
は
其
時
稚

心








に
も
猶
こ
の
葬
式

が
普
通
で
な
い
事
、
見
す
ぼ
ら
し
い
事
を
知
つ
て
、
行
く
路
々
ひ
そ
か
に
肩
身

の
狹
く
な
る
を
感
じ
た
の
で
あ
つ
た
。
さ
れ
ば
今
、
か
の
六
人
の
遽
々
然
た
る

歩
振
を
見
て
、
よ
く
其
心
を
も
忖
度
す
る
事
が
出
來
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
も
亦
一
瞬
。

　
列
の
先
頭
と
併
行
し
て
、
櫻
の
※





の
下
を
來
る
一
團
の
少
年
が
あ
つ
た
。
彼

等
は
逸
早
く
も
、
自
分
と
共
に
立
つ
て
居
る
『
警
告
者
』
の
一
團
を
見
付
け
て
、

駈
け
出
し
て
來
た
。
兩
團
の
間
に
交
換
さ
れ
た
會
話
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

『
何
處
の
が﹅
ん﹅
こ﹅
だ
？
』
『
狂

人

の
よ
、
繁





の
よ
。
』
『
ア
ノ
高
沼






の
繁
狂
人







の
が
？
』
『
ウ
ム
然



よ
、
高
沼
の
狂

人

の
よ
。
』
『
ホ
ー
。
』
『
今

朝

の
新
聞

に
も
書
か
さ
つ
て
居
だ
ず
で
や
、
繁



ア
死
ん
で
好

え
ご
ど
し
た
つ
て
。
』
『
ホ

ー
。
』

　
高
沼
繁









？
　
狂
人
繁







！
　
自
分
は
直
ぐ
此
名
が
決
し
て
初
對
面
の
名
で
な

い
と
覺
つ
た
。
何
で
も
、
自
分
の
記
憶
の
底
に
沈
ん
で
居
る
石
塊






の
一
つ
の
名

も
、
た
し
か
『
高
沼
繁
』
で
、
そ
し
て
此
名
が
、
た
し
か
或
る
狂
人
の
名
で
あ

つ
た
樣
だ
。
　
　
自
分
が
恁
う
感
じ
た
百
分
の
一
秒
時
、
忽
ち
又
一
事
件
の
起

る
あ
つ
て
少
か
ら
ず
自
分
を
驚
か
せ
た
。

　
今
迄
自
分
の
立
つ
て
居
る
石
橋
に
土
下
座
し
て
、
懷
中






の
赤
兒
に
乳
を
飮
ま

せ
て
居
た
筈
の
女
乞
食
が
、
此
時
卒



か
に
立
ち
上
つ
た
。
立
ち
上
る
や
否
や
、

茨

の

髮
を
ふ
り
亂
し
て
、
帶
も
し
ど
け
な
く
、
片
手
に
懷
中
の
兒
を
抱
き
、
片

手
を
高
く
さ
し
上
げ
、
裸
足





に
な
つ
て
驅
け
出
し
た
。
驅
け
出
し
た
と
見
る
や

否
や
、
疾
風
の
勢
を
以
て
、
か
の
聲
無
く
靜
か
に
練
つ
て
來
る
葬
列
に
近
づ
い

た
。
近
づ
い
た
な
と
思
ふ
と
、
骨
の
髓
ま
で
キ
リ
〳
〵
と
沁
む
樣
な
、
或
る
聽

取
り
難
き
言
葉
、
否
、
叫
聲
が
、
嚇





と
許
り
自
分
の
鼓
膜
を
突
い
た
。
呀

ツ
と

思
は
ず
聲
を
出
し
た
時
、
か
の
聲
無
き
葬
列
は
礑



と
進
行
を
止
め
て
居
た
、
そ

し
て
棺
を
擔
い
だ
二
人
の
前
の
方
の
男
は
左
の
足
を
中

有

に
浮
し
て
居
た
。
其

爪
端






の
處
に
、
彼
の
穢
い
女
乞
食
が
※



と
許
り
倒
れ
て
居
た
。
自
分
と
並
ん
で

居
る
一
團
の
少
年
は
、
口
々
に
、
聲
を
限
り
に
、
『
あ
や
ア
、
お
夏
だ
、
お
夏

だ
ッ
、
狂

女







だ
ッ
。
』
と
叫
ん
だ
。

『
お
夏
』
と
呼
ば
れ
た
彼
の
女
乞
食
が
、
或
る
聽
取
り
難
い
言
葉
で
一
聲
叫
ん

で
、
棺
に
取
縋
つ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
彼
の
擔
い
で
居
る
男
に
蹴
倒
さ
れ
た
の

だ
。
こ
の
非
常
な
る
活
劇
は
、
無
論
眞
の
一
轉
瞬
の
間
に
演
ぜ
ら
れ
た
。

　
噫
、
噫
、
こ
の
『
お
夏
』
と
い
ふ
名
も
亦
、
決
し
て
初
對
面
の
名
で
は
な
か

つ
た
。
矢
張
自
分
の
記
憶
の
底
に
沈
ん
で
居
る
石
塊
の
一
つ
の
名
で
あ
つ
た
。

そ
し
て
此
名
も
、
た
し
か
或
る
狂
女
の
名
で
あ
つ
た
樣
だ
。

　
以
上
二
つ
の
舊
知
の
名
が
、
端



な
く
我
頭
腦





の
中
で
カ
チ
リ
と
相
觸
れ
た
時
、

其
一
刹
那
、
或
る
莊
嚴
な
、
金
色
燦
然
た
る
一
光
景
が
、
電
光
の
如
く
湧
い
て

自
分
の
兩
眼
に
立
ち
塞
が
つ
た
。
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自
分
は
今
、
茲
に
霎
時






、
五
年
前
の
昔
に
立
返
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
時
は
神
無

月
末
の
或
る
朝
ま
だ
き
、
處
は
矢
張
此
の
新
山
祠
畔
の
伯
母
が
家
。

　
史
學
研
究
の
大
望
を
起
し
て
、
上
京
を
思
立
つ
た
自
分
は
、
父
母
の
家
を
辭

し
た
日
の
夕
方
、
こ
の
伯
母
が
家
に
著
い
て
、
晩

れ
行
く
秋
の
三
日
四
日
、
あ

か
ぬ
別
れ
を
第
二
の
故
郷
と
偕



に
惜
ま
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

　
一
夜





、
伯
母
や
お
苑



さ
ん
と
隨
分
夜
更
く
る
ま
で
語
り
合
つ
て
、
枕
に
就
い

た
の
は
、
遠
近






に
一
番
鷄
の
聲
を
聞
く
頃
で
あ
つ
た
が
、
翌
く
る
朝
は
怎

う
し

た
も
の
か
、
例
に
な
く
早
く
目
が
覺
め
た
。
枕

頭







の
障
子
に
は
、
わ
づ
か
に

水
を
撒

い
た
許
り
の
薄

光







が
聲
も
な
く
動
い
て
居
る
。
前
夜
お
苑
さ
ん
が
、

物
語
に
氣
を
取
ら
れ
て
雨
戸
を
閉
め
る
の
を
忘
れ
た
の
だ
。
ま
だ
〳
〵
、
早
い

な
、
と
思
つ
た
が
、
大
望
を
抱
い
て
る
身
の
、
宛
然






初
陣
の
曉
と
云
つ
た
や
う

な
心
地
は
、
目
が
さ
め
て
か
ら
猶
温
か
い
臥
床





を
離
れ
ぬ
の
を
、
何
か
安
逸
を

貪
る
所
業
の
樣
に
感
じ
さ
せ
た
。
自
分
は
、
人
の
眠
を
妨
げ
ぬ
や
う
に
靜
か
に

起
き
て
、
柱
に
懸
け
て
あ
つ
た
手
拭
を
取
つ
て
、
サ
テ
音
さ
せ
ぬ
樣
に
障
子
を

明
け
た
。
秋
の
朝
風
の
冷
た
さ
が
、
颯



と
心
地
よ
く
全
身
に
沁
み
渡
る
。
庭
へ

下
り
た
。

　
井
戸
あ
る
屋
後
へ
𢌞
る
と
、
此
處
は
半
反
歩
許
り
の
野
菜
畑
で
、
霜
枯
れ
て

地
に
伏
し
た
里
芋
の
廣
葉
や
、
紫
の
色
褪
せ
て
莖
許
り
の
茄
子
の
、
痩
せ
た
骸

骨


を
並
べ
て
ゐ
る
畝
や
、
拔
き
殘
さ
れ
た
大
根
の
剛



ば
つ
た
葉
の
上
に
、
東
雲






の
光
が
白
々
と
宿
つ
て
居
た
。
否



こ
れ
は
、
東
雲
の
光
だ
け
で
は
な
い
、
置
き

餘
る
露
の
珠



が
東
雲
の
光
と
冷
か
な
接
吻






を
し
て
居
た
の
だ
。
此
野
菜
畑
の
突

當
り
が
、
一
重





の
木
槿
垣







に
よ
つ
て
、
新
山
堂
の
正
一
位
樣
と
背
中
合
せ
に
な

つ
て
居
る
。
滿
天
滿
地
、
闃



と
し
て
脈
搏
つ
程
の
響
も
な
い
。

　
顏
を
洗
ふ
べ
く
、
靜
か
に
井
戸
に
近





い
た
自
分
は
、
敢
て
喧
ま
し
き
吊
車
の

音
に
、
こ
の
曉
方
の
神
々
し
い
靜
寂






を
破
る
必
要
が
な
か
つ
た
。
大
き
い
花
崗





岩


の
臺
に
載
つ
た
洗
面
盥
に
は
、
見
よ
〳
〵
、
溢
れ
る
許
り
盈
々






と
、
毛
程
の

皺
さ
へ
立
て
ぬ
秋
の
水
が
、
玲
瓏
と
し
て
銀
水
の
如
く
盛
つ
て
あ
る
で
は
な
い

か
。
加
之







、
此
一
面
の
明
鏡
は
又
、
黄
金
の
色
の
い
と
鮮
か
な
一
片



の
小
扇
さ

へ
載
せ
て
居
る
。
　
　
す
べ
て
木
の
葉
の
中
で
、
天



が
下
の
王
妃
の
君
と
も
稱



ふ
べ
き
公

孫

樹

の
葉
、
　
　
新
山
堂
の
境
内
の
天
聳






る
母
樹





の
枝
か
ら
、
星
の

降
る
夜
の
夜
心
に
、
ひ
ら
り
〳
〵
と
舞
ひ
離
れ
て
來
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
自
分
は
唯
恍
と
し
て
之
に
見
入
つ
た
。
こ
の
心
地
は
、
か
の
我
を
忘
れ
て
、

魂


無

何

有

の
境
に
逍
遙





ふ
と
い
ふ
心
地
で
は
な
い
。
謂
は
ゞ
、
東
雲
の
光
が
骨

の
中
ま
で
沁
み
込
ん
で
、
身
も
心
も
水
の
如
く
透
き
徹
る
樣
な
心
地
だ
。

　
較



霎
時





し
て
、
自
分
は
徐
ろ
に
其
一
片
の
公
孫
樹
の
葉
を
、
水
の
上
か
ら

摘
み
上
げ
た
。
そ
し
て
、
一
滴





二
滴





の
銀




の

雫
を
口
の
中
に
滴
ら
し
た
。
そ
し

て
、
い
と
丁
寧
に
塵
な
き
井
桁
の
端



に
載
せ
た
。

　
顏
を
洗
つ
て
か
ら
、
可
成






音
の
せ
ぬ
樣
に
水
を
汲
み
上
げ
て
、
盥
の
水
を
以

前

の
如
く
清
く
盈
々






と
し
て
置
い
て
、
さ
て
彼
の
一
片
の
小
扇
を
と
つ
て
以

前

の
如
く
そ
れ
に
浮
べ
た
。

　
恁



し
て
自
分
は
、
云
ふ
に
云
は
れ
ぬ
或
る
清
淨
な
滿
足
を
、
心
一
杯
に
感
じ

た
の
で
あ
つ
た
。

　
起
き
出
で
た
時
よ
り
は
餘
程
明
る
く
な
つ
た
が
、
ま
だ
〳
〵
日
の
出
る
に
は

程
が
あ
る
。
家
の
中
で
も
隣
家





で
も
、
誰
一
人
起
き
た
も
の
が
な
い
。
自
分
は

靜
か
に
深
呼
吸
を
し
乍
ら
、
野
菜
畑
の
中
を
彼

方

此

方

と
歩
い
て
居
た
。

　
だ
ん
〳
〵
進
ん
で
行
く
と
、
突
當
り
の
木
槿
垣







の
下
に
、
山
の
端

は
な
れ
た

許
り
の
大
滿
月
位
な
、
シ
ッ
ポ
リ
と
露
を
帶
び
た
雪
白
の
玉

菜







が
、
六

個

七

個


並
ん
で
居
た
。
自
分
は
、
霜
枯
れ
果
て
た
此
畑
中
に
、
ひ
と
り
實
割
れ
る
ば

か
り
豐





か
な
趣
き
を
見
せ
て
居
る
此
『
野
菜
の
王
』
を
、
少
な
か
ら
ず
心
に
嬉

し
ん
だ
。
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不
圖
、
何
か
知
ら
人
の
近
寄
る
樣
な
け
は
ひ
が
し
た
。
菜
園
滿
地
の
露
の
ひ

そ
め
き
乎
？
　
否
否
、
露
に
聲
の
あ
る
筈
が
な
い
。
と
思
つ
て
眼
を
轉
じ
た
時
、

自
分
は
ひ﹅
や﹅
り﹅
と
許
り
心
を
愕





か
し
た
。
そ
し
て
、
呼

吸

を
ひ
そ
め
た
。

　
前
に
も
云
つ
た
如
く
、
今
自
分
の
前
な
る
古
い
木
槿
垣
は
、
稻
荷
社
の
境
内

と
此
野
菜
畑
と
の
境
で
あ
る
。
そ
し
て
此
垣
の
外
僅
か
數
尺
に
し
て
、
朽
ち
て

見
え
る
社
殿
の
最
後
の
柱
が
立
つ
て
居
る
。
人
も
知
る
如
く
、
稻
荷
社
の
背
面

に
は
、
高
い
床
下
に
特
別
な
小
龕






を
造
ら
れ
て
あ
る
。
こ
れ
は
、
夜
な
〳
〵
正

一
位
樣
の
御
使
な
る
白
狐
が
來
て
寢
る
處
と
か
い
ふ
事
で
、
か
の
鰯
の
頭
も
信

心
柄
の
殊
勝
な
連
中
が
、
時
に
豆
腐
の
油
揚
や
干

鯡







、
乃
至
は
強
飯






の
類
の

心
籠
め
た
供
物
を
入
れ
置
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
自
分
は
、
落
葉
し
た
木
槿
垣

を
透
し
て
、
此
白
狐
の
寢
殿
を
内
部
ま
で
窺
ひ
見
る
べ
き
地
位
に
立
つ
て
居
た

の
だ
。

　
然
し
、
自
分
の
ひ﹅
や﹅
り﹅
と
許
り
愕
い
た
の
は
、
敢
て
此
處
か
ら
、
牛
の
樣
な

白
狐
が
飛
び
出
し
た
と
い
ふ
譯
で
は
な
か
つ
た
。

　
此
古
い
社
殿
の
側
縁






の
下
を
、
一
人
の
異
裝
し
た
男
が
、
破
草
履







の
音
も
立

て
ず
に
、
此
方





へ
近
づ
い
て
來
る
。
背
の
ヒ
ョ
ロ
高
い
、
三
十
前
後
の
、
薄
髯

の
生
え
た
、
痩
せ
こ
け
た
頬
に
些

の
血
色
も
な
い
、
塵

埃

だ
ら
け
の
短
い
袷
を

著
て
、
穢



れ
た
白
足
袋
を
穿
い
て
、
色
褪
せ
た
花
染
メ
リ
ン
ス
の
女
帶
を
締
め

て
、
赤
い
木
綿
の
截

片

を
頸
に
捲
い
て
…
…
、
俯
向
い
て
足
の
爪
尖






を
瞠
め
乍

ら
、
薄
笑
ひ
を
し
て
近
づ
い
て
來
る
。

　
自
分
は
一
目
見
た
丈
け
で
、
此
異
裝
の
男
が
、
盛
岡
で
誰
知
ら
ぬ
も
の
な
き

無
邪
氣
な
狂
人
、
高
沼
繁
で
あ
る
と
解
つ
た
。
彼
が
日
々
喪
狗
の
如
く
市
中
を

彷
徨





い
て
居
る
、
時
と
し
て
人
の
家
の
軒
下
に
一
日
を
立
ち
暮
ら
し
、
時
と
し

て
何
か
索



む
る
も
の
の
如
く
同
じ
路
を
幾
度
も
〳
〵
往
來
し
て
居
る
男
で
あ
る

事
は
、
自
分
の
よ
く
知
つ
て
居
る
處
で
、
又
、
嘗
て
彼
が
不
來
方
城
頭











に
跪
い

て
何
か
呟
や
き
乍
ら
天
の
一
方
を
拜
ん
で
居
た
事
や
、
或
る
夏
の
日
の
眞
晝
時
、

恰
度
課
業
が
濟
ん
で
ゾ
ロ
〳
〵
と
生
徒
の
群
り
出
づ
る
時
、
中
學
校
の
門
前
に

衞
兵
の
如
く
立
つ
て
居
て
、
出
て
來
る
人
ひ
と
り
〳
〵
に
慇
懃
な
敬
禮
を
施
し

た
事
や
、
或
る
時
、
美
人
の
名
の
高
か
つ
た
、
時
の
縣
知
事
の
令
夫
人
が
、
招

魂
社
の
祭
禮
の
日
に
、
二
人
の
令
孃
と
共
に
參
拜
に
行
か
れ
た
處
が
、
社
前
の

大
廣
場
、
人
の
群
つ
て
居
る
前
で
、
此
男
が
フ
イ
と
人
蔭
か
ら
飛
び
出
し
て
行

つ
て
、
大
き
い
淺
黄
色
の
破
風
呂
敷
を
物
を
も
云
は
ず
其
盛
裝
し
た
令
夫
人
に

冠
せ
た
事
な
ど
は
、
皆
自
分
の
嘗
て
親
し
く
目
撃
し
た
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
彼

に
は
父
も
あ
り
母
も
あ
る
、
ま
た
家
も
あ
る
。
に
も
不
拘
、
常
に
此
新
山
堂
下

の
白
狐
龕








を
無
賃
の
宿
と
し
て
居
る
と
い
ふ
事
も
亦
、
自
分
の
聞
き
知
つ
て
居

る
處
で
あ
る
。

　
異
裝
の
男
の
何
人
で
あ
る
か
を
見
定
め
て
か
ら
は
、
自
分
は
平
生
の
通
り
の

心
地
に
な
つ
た
。
そ
し
て
可
成





く
彼
に
曉



ら
れ
ざ
る
樣
に
息
を
殺
し
て
、
好
奇

心
を
以
て
仔
細
に
彼
の
擧
動
に
注
目
し
た
。

　
薄

笑







を
し
て
俯
向
き
乍
ら
歩
い
て
來
る
彼
は
、
軈
て
覺
束
な
き
歩
調






を
進

め
て
、
白
狐
龕
の
前
ま
で
來
た
。
そ
し
て
礑



と
足
を
止
め
た
。
同
時
に
『
ウ
ッ
』

と
聲
を
洩
し
て
、
ヒ
ョ
ロ
高
い
身
體





を
中
腰
に
し
た
。
ヂ
リ
〳
〵
と
少
許





づ
つ

少
許
づ
つ
退

歩







を
す
る
。
　
　
此
名
状
し
難
き
道
化
た
擧
動
は
、
自
分
の
危

く
失
笑
せ
む
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。

　
殆
ん
ど
高
潮
に
達
し
た
好
奇
心
を
以
て
、
自
分
は
彼
の
睨
ん
で
居
る
龕
の
内

部
を
覗
い
た
。

　
今
迄
毫
も
氣
が
附
か
な
ん
だ
、
此
處
に
も
亦
一
個
の
人
間
が
居
る
。
　
　
男

で
は
な
い
。
女
だ
。
赤
縞
の
、
然
し
今
は
た
だ
一
色






に
穢



れ
は
て
た
、
肩
揚
の

あ
る
綿
入
を
着
て
、
グ
ル
〳
〵
卷
に
し
た
髮
に
は
、
よ
く
七
歳





八
歳





の
女
の
子

の
用
ゐ
る
赤
い
塗
櫛
を
チ
ョ
イ
と
揷
し
て
、
二
十





の
上
を
一
つ
二
つ
、
頸
筋
は

15



垢
で
眞
黒
だ
が
顏
は
圓
く
て
色
が
白
い
…
…
。

　
こ
れ
と
毫
厘






寸
法






の
違
は
ぬ
女
が
、
昨
日
の
午
過
、
伯
母
の
家
の
門
に
來
て
、

『
お
頼



の
ま
う
す
、
お
頼



の
ま
う
す
。
』
と
呼
ん
だ
の
で
あ
つ
た
。
伯
母
は
臺

所
に
何
か
働
い
て
居
つ
た
の
で
、
自
分
が
『
何
處
の
女
客
ぞ
』
と
怪
し
み
乍
ら

取
次
に
出
る
と
、
『
腹
が
減
つ
て
腹
が
減
つ
て
一
足






も
歩



か
れ
な
エ
ハ
ン
テ
、

何
卒





何


か
…
…
』
と
、
い
き
な
り
手
を
延
べ
た
。
此
處
へ
伯
母
が
出
て
來
て
、

幾
片
か
の
鳥
目
を
惠
ん
で
や
つ
た
が
、
後
で
自
分
に
恁



話
し
た
。
　
　
ア
レ
は

お
夏
と
い
ふ
女
で
あ
る
。
雫

石







の
旅
宿
な
る
兼
平
屋
（
伯
母
の
家
の
親
類
）

で
、
十
一
二
の
時
か
ら
下
婢
を
し
て
居
た
も
の
。
此
頃
其
旅
宿
の
主
人
が
來
て

の
話
に
よ
れ
ば
、
稚
い
時
は
左
程
で
も
な
か
つ
た
が
、
年
を
重
ぬ
る
に
從
つ
て

段
々
愚
か
さ
が
増
し
て
來
た
。
此
年
の
春
早
く
連
合
に
死
別
れ
た
と
か
で
獨
身





者


の
法
界
屋
が
、
其
旅
宿
に
泊
つ
た
事
が
あ
る
。
お
夏
の
擧
動
は
其
夜
甚
だ
怪

し
か
つ
た
。
翌
朝
法
界
屋
が
立
つ
て
行
つ
た
後
、
お
夏
は
門
口
に
出
て
、
其
男

の
行
つ
た
秋
田
の
方
を
眺
め
〳
〵
、
幾



等
叱
つ
て
も
嚇



し
て
も
二
時
間
許
り
家

に
入



ら
な
か
つ
た
。
翌
朝
主
人
の
起
き
た
時
、
お
夏
の
姿
は
何
處
を
探
し
て
も

見
え
な
か
つ
た
。
一
月
許
り
前
に
な
つ
て
偶

然







歸
つ
て
來
た
。
が
其
時
は
も

う
本
當
の
愚

女

に
な
つ
て
居
て
、
主
人
で
あ
つ
た
人
に
逢
ふ
て
も
、
昔
の
禮
さ

へ
云
は
な
ん
だ
。
半
年
有
餘
の
間
、
何
を
し
て
來
た
か
は
無
論
誰
も
知
る
人
は

無
い
が
、
歸
つ
た
當
座
は
二
十
何
圓
と
か
の
金
を
持
つ
て
居
つ
た
さ
う
ナ
。
多

分
乞
食
を
し
て
來
た
の
で
あ
ら
う
。
此
盛
岡
に
來
た
の
は
、
何

日

か
ら
だ
か
解

ら
ぬ
が
、
此
頃
は
毎
日
彼

樣

し
て
人
の
門
に
立
つ
。
そ
し
て
、
云
ふ
こ
と
が
何

時
で
も
『
お
頼



の
ま
う
す
、
腹
が
減
つ
て
、
』
だ
。
モ
ウ
確
然






普
通
の
女
で
な

く
な
つ
た
證
據
に
は
、
ア
レ
浩
さ
ん
も
見
た
で
せ
う
、
乞
食
を
し
て
居
乍
ら
、

何
時
で
も
ア
ノ
通
り
紅



を
つ
け
て
新
ら
し
い
下
駄
を
穿
い
て
居
ま
す
よ
。
夜
は

甚
※





處
に
寢
る
ん
で
す
か
ネ
ー
。
　
　

　
此
お
夏
は
今
、
狹
い
白
狐
龕








の
中
に
ペ
タ
リ
と
坐
つ
て
、
ポ
カ
ン
と
し
た
顏

を
入
口
に
向
け
て
居
た
の
だ
。
餘
程
早
く
か
ら
目
を
覺
ま
し
て
居
た
の
で
あ
ら

う
。

　
中
腰
に
な
つ
て
お
夏
を
睨
め
た
繁





は
、
何
と
思
つ
た
か
、
犬
に
襲
は
れ
た
猫

の
す
る
樣
に
、
脣
を
尖
ら
し
て
一
聲
『
フ
ウ
ー
』
と
哮



ん
だ
。
多
分
平
生
自
分

の
家
と
し
て
居
る
場
所
を
、
他
人
に
占
領
さ
れ
た
憤
怒
を
洩
し
た
の
で
あ
ら
う
。

　
お
夏
は
又
何
と
思
つ
た
か
、
卒



か
に
身
を
動
か
し
て
、
射





に
背

を
繁





に
向
け

た
。
そ
し
て
何
や
ら
探
す
樣
で
あ
つ
た
が
、
取
り
出
し
た
の
は
一
個
の
小
さ
い

皿
　
　
紅
皿
で
あ
る
、
呀



と
思
つ
て
見
て
居
る
と
、
唾



に
濡
し
た
小
指
で
其
紅

を
融
か
し
始
め
て
二
度
三
度
薄
か
ら
ぬ
脣
へ
塗
り
つ
け
た
。
そ
し
て
、
チ
ョ
イ

と
恥
か
し
げ
に
繁
の
方
に
振
向
い
て
見
た
。

　
繁
は
ビ
ク
〳
〵
と
其
身
を
動
か
し
た
。

　
お
夏
は
再
び
口
紅






を
つ
け
た
。
そ
し
て
再
び
振
向
い
て
恥
か
し
げ
に
繁
を
見

た
。

　
繁
は
グ
ッ
と
喉
を
鳴
ら
し
た
。

　
繁
の
氣
色
の
稍



動
い
た
の
を
見
た
の
で
あ
ら
う
。
お
夏
は
慌
し
く
三
度
口

紅
を
つ
け
た
。
そ
し
て
三
度
振
向
い
た
、
が
、
此
度
は
恥
し
氣
に
で
は
な
い
。

身
體
さ
へ
少
許





捩
向





け
て
、
そ
し
て
、
そ
し
て
、
繁
を
仰
ぎ
乍
ら
ニ
タ
〳
〵
と

笑
つ
た
。
紅
を
つ
け
過
し
た
爲
に
、
日
に
燃
ゆ
る
牡
丹
の
樣
な
口
が
、
顏
一
杯

に
擴
が
る
か
と
許
り
大
き
く
見
え
る
。

　
自
分
は
此
時
、
全
く
現
實
と
云
ふ
觀
念
を
忘
れ
て
了
つ
て
居
た
。
宛
然






、
ヒ

マ
ラ
ヤ
山
あ
た
り
の
深
い
深
い
萬
仭
の
谷
の
底
で
、
巖





と
共
に
年
を
老

つ
た
猿

共
が
、
千
年
に
一
度
演

る
芝
居
で
も
行
つ
て
見
て
居
る
樣
な
心
地
。

　
お
夏
が
顏
の
崩
れ
る
許
り
ニ
タ
〳
〵
〳
〵
と
笑
つ
た
時
、
繁
は
三
度
聲
を
出

し
て
『
ウ
ッ
』
と
唸
つ
た
。
と
見
る
や
否
や
、
矢
庭
に
飛
び
つ
い
て
お
夏
の
手
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を
握
つ
た
。
引
張
り
出
し
た
。
此
時
の
繁
の
顏
！
　
笑
ふ
樣
で
も
な
い
、
泣
く

の
で
も
な
い
。
自
分
は
辭





を
知
ら
ぬ
。

　
お
夏
は
猶
ニ
タ
〳
〵
と
笑
い
乍
ら
、
繁
の
手
を
曳
く
に
任
せ
て
居
る
。
二
人

は
側
縁






の
下
ま
で
行
つ
て
見
え
な
く
な
つ
た
。
社
前
の
廣
庭
へ
出
た
の
で
あ
る
。

　
　
自
分
も
位
置
を
變
へ
た
。
廣
庭
の
見
渡
さ
れ
る
場
所





へ
。

　
坦



た
る
廣
庭
の
中
央
に
は
、
雲
を
凌
い
で
立
つ
一
株
の
大
公
孫
樹
が
あ
つ
て
、

今
、
一
年
中
唯
一
度
の
盛
裝
を
凝



し
て
居
た
。
葉
と
い
ふ
葉
は
皆
黄
金
の
色
、

曉
の
光
の
中
で
微
動






も
な
く
、
碧
々






と
し
て
薄





り
光

澤

を
流
し
た
大
天
蓋









に
鮮

か
な
輪
廓
を
と
つ
て
居
て
、
仰
げ
ば
宛
然






金
色
の
雲
を
被
て
立
つ
巨
人
の
姿
で

あ
る
。

　
二
人
が
此
公
孫
樹
の
下
ま
で
行
つ
た
時
、
繁
は
何
か
口
疾






に
囁
い
た
。
お
夏

は
頷





い
た
樣
で
あ
る
。

　
忽
ち
極
め
て
頓
狂
な
調
子
外
れ
な
聲
が
繁
の
口
か
ら
出
た
。

『
ヨ
シ
キ
タ
、
ホ
ラ
〳
〵
』

『
ソ
レ
ヤ
マ
タ
、
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
。
』

と
お
夏
が
和
し
た
。
二
人
は
、
手
に
手
を
放
つ
て
踊
り
出
し
た
。

　
踊
と
い
つ
て
も
、
元
よ
り
狂
人
の
亂
雜
で
あ
る
。
足
を
さ
ら
は
れ
て
お
夏
の

倒
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
※



と
衝

き
當
つ
て
二
人
共
々
重
な
り
合
ふ
事
も
あ
る
。

繁
が
大
公
孫
樹
の
幹
に
打
衝






つ
て
度
を
失
ふ
事
も
あ
る
。
そ
し
て
、
恁

う
い
ふ

事
の
あ
る
毎
に
、
二
人
は
腹
の
底
か
ら
出
る
樣
な
聲
で
笑
つ
て
〳
〵
、
笑
つ
て

了
へ
ば
、
『
ヨ
シ
キ
タ
ホ
ラ
〳
〵
』
と
か
、
『
ソ
レ
ヤ
マ
タ
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
』

と
か
、
『
キ
タ
コ
ラ
サ
ッ
サ
』
と
か
調
子
を
と
つ
て
再
び
眞
面
目
に
踊
り
出
す

の
で
あ
る
。

　
玲
々






と
聲
あ
つ
て
、
神
の
笑



ひ
の
如
く
、
天
上
を
流
れ
た
。
　
　
朝
風
の
動

き
初
め
た
の
で
あ
る
。
と
、
巨
人
は
其
被

て
居
る
金
色
の
雲
を
斷



り
斷
つ
て
、

昔
ツ
オ
イ
ス
の
神
が
身
を
化

し
た
樣
な
、
黄
金
の
雨
を
二
人
の
上
に
降
ら
せ
始

め
た
。
嗚
呼
、
嗚
呼
、
幾
千
萬
片
の
數
の
知
れ
ぬ
金
地
の
舞
の
小
扇
が
、
縺



れ

つ
解

け
つ
ヒ
ラ
〳
〵
と
、
二
人
の
身
を
も
埋
む
る
許
り
。
或
も
の
は
又
、
見
え

ざ
る
絲
に
吊
ら
る
る
如
く
、
枝
に
返
ら
ず
地
に
落
ち
ず
、
光



あ
る
風
に
身
を
揉

ま
せ
て
居
る
。
空
に
葉
の
舞
、
地
の
人
の
舞
！
　
之
を
見
る
も
の
、
上
な
る
を

高
し
と
せ
ざ
る
べ
く
、
下
な
る
を
卑



し
と
せ
ざ
る
べ
し
。
黄
金
の
葉
は
天
上
の

舞
を
舞
ふ
て
地
に
落
つ
る
の
だ
。
狂
人
繁
と
狂
女
お
夏
と
は
神
の
御
庭





に
地
上

の
舞
を
舞
ふ
て
居
る
の
だ
。

　
突
如
、
梵
天
の
大
光
明
が
、
七
彩
嚇
灼
の
耀
を
以
て
、
世
界
開
發
の
曙
の
如

く
、
人
天
三
界
を
照
破
し
た
。
先
づ
雲
に
隱
れ
た
巨
人
の
頭





を
染
め
、
つ
い
で
、

其
金
色
の
衣
を
目
も
眩





く
許
に
彩
り
、
軈
て
、
普



ね
く
地
上
の
物
又
物
を
照
し

出
し
た
。
朝
日
が
山
の
端
を
離
れ
た
の
で
あ
る
。

　
見
よ
、
見
よ
、
踊
り
に
踊
り
、
舞
ひ
に
舞
ふ
お
夏
と
繁
が
顏
の
か
ゞ
や
き
を
。

痩
せ
こ
け
て
血
色
の
な
い
繁
は
何
處
へ
行
つ
た
？
　
頸
筋
黒
く
ポ
カ
ン
と
し
た

お
夏
は
何
處
へ
行
つ
た
？
　
今
此
處
に
居
る
の
は
こ
れ
、
天



の
日
の
如
く
か
が

や
か
な
顏
を
し
た
、
神
の
御
庭
の
朝
の
舞
に
、
遙
か
下
界
か
ら
選
び
上
げ
ら
れ

た
二
人





の
舞
人






で
あ
る
。
金
色
の
葉
が
し
き
り
な
く
降
つ
て
居
る
。
金
色
の
日

光
が
鮮
や
か
に
照
し
て
居
る
。
其
葉
其
日
光
の
か
ゞ
や
き
が
二
人
の
顏
を
恁
染

め
て
見
せ
る
の
か
？
　
否
、
然



で
は
あ
る
ま
い
。
恐
ら
く
は
然



で
は
あ
る
ま
い
。

　
若
し
然



と
す
る
と
、
そ
れ
は
一
種
の
虚
僞
で
あ
る
。
此
莊
嚴
な
、
金
色
燦
然

た
る
境
地
に
、
何
で
一
點
た
り
と
も
虚
僞
の
陰
影
の
潜
む
こ
と
が
出
來
よ
う
。

自
分
は
、
然



で
な
い
と
信
ず
る
。

　
全
く
心
の
働
き
の
一
切
を
失
つ
て
、
唯
、
恍
と
し
て
、
茫
と
し
て
、
蕩
と
し

て
、
目
前
の
光
景
に
我
を
忘
れ
て
居
た
自
分
が
、
此
時
僅
か
に
胸
の
底
の
底
で
、

あ
る
か
な
き
か
の
聲
で
囁
や
く
を
得
た
の
は
、
唯
次
の
一
語
で
あ
つ
た
。
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曰
く
、
『
狂
者
は
天
の
寵
兒
だ
と
、
プ
ラ
ト
ー
ン
が
謂
つ
た
。
』
と
。

　
お
夏
が
聲
を
張
り
上
げ
て
歌
つ
た
。

『
惚
れ
た
ー
ア
ー
惚
れ
た
ー
の
ー
オ
、
若
松
樣
ア
よ
ー
オ
ー
、
ハ
ア
惚
れ
た
よ

ー
ッ
。
』

『
ハ
ア
惚
れ
た
惚
れ
た
惚
れ
た
よ
や
さ
ー
。
』

と
繁
が
次
い
だ
。
二
人
の
天
の
寵
兒
が
測



り
難
き
全
智
の
天
に
謝
す
る
衷
心
の

祈
祷
は
、
實
に
此
の
外
に
無
い
の
で
あ
ら
う
。

　
電
光
の
如
く
湧
い
て
自
分
の
兩
眼
に
立
ち
塞
が
つ
た
光
景
は
、
宛
然






幾
千
萬

片
の
黄
金
の
葉
が
、
さ﹅
と
い
ふ
音
も
な
く
一
時
に
散
り
果
て
た
か
の
樣
に
、
一

瞬
に
し
て
消
え
た
。
が
此
一
瞬
は
、
自
分
に
と
つ
て
極
め
て
大
切
な
る
一
瞬
で

あ
つ
た
。
自
分
は
此
一
瞬
に
、
目
前
に
起
つ
て
居
る
出
來
事
の
一
切





を
、
よ
く

〳
〵
解
釋
す
る
こ
と
が
出
來
た
。

　
疾
風
の
如
く
棺
に
取
り
縋
つ
た
お
夏
が
、
蹴
ら
れ
て
摚
と
倒
れ
た
時
、
懷




の

赤
兒
が
『
ギ
ャ
ッ
』
と
許
り
烈
し
い
悲
鳴
を
上
げ
た
。
そ
し
て
其
悲
鳴
が
唯
一

聲
で
あ
つ
た
。
自
分
は
飛
び
上
る
程
吃
驚






し
た
。
あ
ゝ
、
あ
の
赤
兒
は
、
つ
ぶ

さ
れ
て
死
ん
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
…
…
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